




1　社　会　福　祉

(1)民　生　委　鼻

ア　地区別民生委員数(定数773人)　　　　　　　　　　　　　(昭59.4,1現在)

地区

性別
東 部

西 部 -
南 部 北 部 中 部 計

男 1 3 9 7 7 5 0 5 6 4 0 3 6 2

女 1 7 0 8 3 2 3 1 0 1 2 9 4 0 6

計 3 0 9 1 6 0 7 3 1 5 7 6 9 7 6 8

イ　民生委員推せん制度

民生委員推せん準備会

(下部組織)

o推せん会の下部組散として、小学校の区域ごとに熊本市民生委員推せん準備会をおく

o準備会は民生委員候補者の下調べを行い、推せん会にその鮭栗を内申する

(準備会委員)

o準備会は委員9人以内をもって組輸する

o委員は小学校の区域内に住所を有し、市議会議員の選挙権を有するものの内から推せん会委員長が

委嘱する校区社協　校区婦人会　校区民生委員　校区自治会　校区PTA　校区保護司　校区老人ク

ラブ　校区母子会　校区公民館各代表

民生委員推せん会

各校区よb内申された候補者を、民生委員法第8条による委員構成によD、民生委員推せん会にJ:っ

て推せんする

り　処　遇

民生・児童委員報償金

総務　年額47,500円　委員　年額40,000円　(このほか各委員に41.000円県より支出)

市電(全線ノくス)、市バス及び各社バス乗車券年額4,0 0 0円相当

民生委員協議会運営交付金　年額　4,248千円

特別旅費(大会等出席旅費)年額　773千円

-79-



(2)社会福祉団体一覧
(昭59. 4.1現在)

名 称 代 表 者 所 在 地 設 置 日 的

社会罷祉法人 熊本
星子 敏雄 南千反畑町 1 0 番 7 号

熊本市における社会福祉事業の能率的運営 と組歳活動を促進

市社会宙祉抱議会 し、 もって市民の福祉の増進を回る

熊本市民生委員
森 浄子 甫千反畑町 10 番 7 号

民生委員相互の研資と資質の向上を図 り、もって市民の福祉

児童委員協議会 増進に寄与する

願本市母子寡婦福
板倉アキノ 新屋敷 1 丁目1 5番 7号

未亡人母子の相互福祉の対策を考究し、その具体的実践によ

祉連合会 り自立更生に努め生活の安定を図る

熊本市老人クラブ

連 合 会
:坂梨 日暮 花畑町 3 番 1 号 老人の福祉増進を図る

熊本市遺族連合会 酉島 清明 紺屋町 2 丁目8 番 1 号
遺族の団結、相互扶助、更生慰安を図り平和 日本の隆盛に貢

献する

熊本県英霊顧彰会 細… 護無
水前寺 6 丁目 熊本県

援護課内
英霊の覇彰と遺族の福祉麺進を図る

熊本市傷痕軍人会 伊藤 房雄 紺屋今町 4 6 番地 戦傷病者の福利増進を図る

熊本高原爆破害者

の会
内田 幸吉 水前寺 3 丁[∃37番 16号 被爆者の相互扶助と福利増進を図る

熊本地区侠護司会 免出 額 渡鹿 6 丁目6 番 4 0 号

更生保護事業として、非行犯罪のあった者の更生を助長する

ため指導監督、補導援護を行 って一般社会への復帰を図 り、

再犯を防止して社会を保護し、 もって個人及び公共の福祉を

増進するため犯罪予防活動を行 , ことを目的 とする

熊本B B S 会 兼田 裕明 本荘 5 丁目1 5 番 1 2号
奉仕と友愛の精神をもって日常、非行少年のよき友達を志す

B B S 会員の質の向上と会員相互の連絡を図る

原水禁日本国民会

議熊本県協議会
川村 継義 九品寺 1 丁目1 7番 9号 あらゆる国の敬実験に反対することを目的とする

核兵器禁止平和建

設熊本県民会議
細川 護腎 新屋敦 1丁目2 番 3 7号 人類を滅亡する核兵器の製造中止を図る

熊本県共同募金会

熊本市支会
坂梨 日露 南千反畑町 1 0 番 7 号 共同募金の推進を図る

日本赤十字社熊本
星子 敏雄 手敢本町 1 番 1 号

日赤社資募集運動の推進及び災害救護活動をはじめ赤十字婁

県支部熊本市地区 業の推進を図る

熊飽肢体不自由児

父母の会
井上 洋一 健軍町 3 3 7 3 番地 2 3 熊本市地区の肢体不自由児の福祉増進を図る

熊本市精神薄弱者

育成会
河北 靖夫 花畑町 3 番 1号 熊本市の精神薄弱者 (児) の社会人 として1の育成を図る

熊本市身体障害者
多門 文雄 西唐人町 3 5 番地

組放強化並びに親睦、生活向上、自立更生、社会復帰の援助

福祉協会連合会 を図る

熊本市社会福祉施

設連合会
松本 孝治 大江町大字渡鹿7 68番地 市内の各社会福祉施設の職員の資質の向上を図る

熊本市保育所連盟 角野 義男 手取本町 8 番 3 号 保育事業の健全な発展、保育関係者の資質の向上を図る

社団法人 熊本市

保育園協会 .
岩男 保誓 手取本町 8 番 3 号

保育園の代表者が会員とな k)、保育園の資質の向上と保育園

職員の福利厚生を図 り、もって乳幼児保育の振興に寄与する

ことを目的とする

社会福祉法人 .能本
星子 敏雄 花畑町 3 番 1 号

熊本市が設置する社会福祉施設の運営を適切 、かつ能率的

市社会障祉事業団 に行 うことによ り、熊本市における社会福祉の増進に寄与す

ることを目的とする
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(3)中国帰国者生活安定対策事業

昭和59年6月1日現在熊本市に在住する中国帰国者は3 5世帯8 7人を数え県内帰国者の約半数以上

を占めている

これら中国帰国者が1日も早く日本社会の風俗、習慣、言語等に慣れることにより社会約自立を容易

にすることを目的とする

中国帰国者生活安定対策特別事業

施行年月日　　昭和57年6月17日

就労人員　12名(昭和59年6月1日現在)

内　　容　公園の清掃作業等

中国帰国者日本語講座

開講年月日　　昭和58年4月17日

受　講　者　18名(昭和59年6月1日現在)

内　　容　初級、中級の2クラスに分けて毎週日曜日、日常生活に必要な日本語の講座を設けてい

る

2　社会福祉事業団

名　　　　称　社会福祉法人　熊本市社会福祉事業団

設立年月　日　　昭和57年3月23日

目　　　　的　　事業団は・民間の活力を結集して.熊本市が設置する次の社会福祉施設の運営を通風か

つ能率的に行うことにより、熊本市における社会福祉の増進に寄与することを目的とする

運営管理する　(1)第1種社会福祉事業
施設と事業

o熊本市はなぞの学苑(精神薄弱者更生施設)の受託経営

○熊本市母子寮(母子寮)の受託経営

(2)第2種社会福祉事業

○熊本市中央老人福祉センター

o熊本市東老人福祉センター

o熊本市西老人福祉センタI

o熊本市南老人福祉センター

o熊本市北老人福祉セyク-

の受託経営

(3)施設外事業として「老人の生きがいと創造の事業」の受託運営

役　　　　員　理事12名　監事　2名

理事長　　熊本市長

副理事長　　助　　　役

常務理事　　前市民局参事
(事務局長兼務)

理　事　市議会代表理事・民間学識経験者理事・社会福祉事業関係理事・市関係職員

理事

監　事　収入役・民間学識経験者

事務所の所在地　熊本市花畑町3番1号
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資本金及び資金　基本財産　3,000千円(市出資金)

運用財産　7,000千円(市出資金)

事業資金は.市からの委託札補助金及び預金利子そゐ他の資金をもってあてる

3　生　活　保　護

(1)保護状況

区 分 年 産 5 4 5 5 5 6 5 7 5 8

坐 世 帯 4,0 0 9 4,0 9 2 4 ,3 0 3 4 ,4 5 7 4 ,7 5 3

括

秩
人 員 7,9 7 5 8,1 3 5 8 ,5 6 1 8 ,8 0 6 9 ,3 5 9

助 金 叡 (千 円) 2,3 4 9 .4 4 5 2 ー5 4 3 ,0 5 4 2 ,8 7 8 ,1 5 6 3,1 9 1.9 8 2 3,5 4 6,6 6 3

住 世 帯 3 ,2 1 0 3,3 4 8 3 ,5 8 0 3,7 7 1 4 ,0 8 9

宅

秩

人 員 6 .3 0 0 6,5 3 8 7 ,0 1 6 7,3 4 6 7,9 2 7

顔 金 額 (千 円) 3 9 0 ,9 7 1 4 7 1,4 7 4 5 5 6.0 6 4 6 5 1,0 2 6 7 6 1,4 5 1

敬 世 帯 8 8 4 8 6 5 9 2 5 9 8 3 1,0 4 1

育

秩
人 員 1,4 3 8 1,4 2 4 1,5 2 2 1.6 1 9 1.7 0 7

顔 金 額 (千 円). 7 5 ,3 9 8 8 1,9 6 0 9 3,0 0 0 1 0 8,7 4 6 1 0 9,3 2 4

医 世 帯 4 ,7 7 8 4,7 8 5 4,8 9 8 5,0 4 1 5,2 5 8

磨

秩
人 員. 6 ,3 4 5 6,3 8 1 6.6 0 1 6.7 9 6 6ー9 8 9

助 金 叡 (千 円) 5,8 2 6 ▼4 6 3 5.5 8 6▼4 6 9 5,9 4 6 .2 6 5 6.3 6 1,3 4 3 6,5 8 8 ,6 5 4

出 世 帯 1.9 1.8 0 .6 1.6 1.3

産

秩
人 員 1.9 1.8 0.6 1.6 1.3

助 金 額 (千 円) 6 0 2 7 5 0 3 5 2 8 6 9 6 6 0

生 世 帯 9.8 7.0 9.4 7.3 7.2

莱

秩
人 員 9.8 7.0 9.5 7.4 7.3

助 金 額 (千 円) 2 .2 2 5 2 .5 3 0 2.3 1 0 1,9 9 8 2,3 9 5

罪 世 帯 1 3 .8 l l.5 1 2 .7 1 3.3 1 0 .5

餐

秩
人 員 1 3 .8 l l.5 1 2.7 1 3.3 1 0 .5

助 金 飯 (千円) 1 2 ,5 7 5 1 3,5 0 3 1 3 ,7 4 8 1 6-8 1 8 1 3 -1 6 8

保護施設事務費 (千円) 6 1 ,9 2 2 7 2.3 5 7 8 2 ー4 8 2 7 9.5 0 4 7 6,5 8 9

m

R

世 帯 5,3 8 6 5,3 7 1 5,5 5 0 5,7 0 7 6,0 0 9

人 員 9.4 8 4 9.5 2 9 9,9 2 0 1 0 ,1 7 5 1 0.7 4 5

金 額 (千円) 8,7 1 9 .6 0 1 8 ,7 7 2,0 9 7 9.5 7 2 .3 7 7 1 0,4 1 2,2 8 6 1 1ー0 9 8,9 0 4

(注)　世帯及び人員は月平均.金額は年度総計を示す

(2)保護率の推移(年度平均)

区 分 年 度 5 4 5 5 5 6 5 7 5 8

育 1 8 .3 9 1 8.2 4 1 8 .6 3
1 8.9 0 %o 1 9.7 3

県 1 7.6 2 1 6.9 5 1 6.8 9 1 6.9 6 1 6 .9 0
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(3)保護措置状況

年 度

区分
5 4 5 5 5 6 5 7 .5 8

申 請 件 数 1,1 4 3 1.1 3 0 1 ,2 1 9 1 ,3 9 1 1 ,5 3 0

開 始 件 数 9 8 4 9 7 6 1▼0 1 2 1ー1 3 2 1 ,2 3 9

却 下 件 数 1 8 7 1 5 5 2 0 2 2 6 0 2 7 9

廃 止 件 数 9 9 4 8 7 8 8 6 7 8 6 8 8 9 7

(4)世帯の労動力類型別被保護世帯
(昭和5 8年度月平均)

区 分

就 業 別

構 成 比

内 訳 世 帯

世 い

帯 て

主 ; l

が 世

働 帯

常 用 勤 労 者 3 0 4
5 .1 %

日 雇 労 務 者 2 2 2 3 .7

内 職 者 6 2 1 .0

そ の 他 の 就 ▼ 業 者 1 3 9 2 一3

世帯 主 は働 いて い な いが 世帯 員 が 働 い て い る世 帯 3 5 0 5 .8

働 い て い る 者 の い な .い 世 帯 4 ,9 3 2 8 2 .1

合 計 6 ,0 0 9 1 0 0

(5)生活保護施設
(昭59.4.1現在)

種 別 施 設 名 経 営 主体 施設代表者 所 在 地 許可年月 定 員

救 護 銀 杏 寮 社会福祉法人

〟

〟

.吉 田 義 噸 春 日 5丁 目17番36号 昭 3 5.1 2 6 0

授 産 友 愛 授 産 場 西 島 昌 節 壷川 2丁 目1番 57号 昭 2 8.1 2 3 0

医療保護 イユズス聖′[病 院 村 田 初 子 上林町 3 番 5 6 号 昭 2 7. 4 9 6
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4　児童・母子福祉

(1)保育所措置状況

年 度 公 私 立 別 申 請 件 数 要 措 置 件 数 措 置 件 数 措 置 率 (% ) 未 措 置 件 数

5 5

公 立 1,6 2 5 1 ,6 0 3 1 ,4 2 1 8 8 .6 1 8 2

私 立 7 ,2 6 9 7 ,2 6 3 6 ,7 9 0 9 3 .4 4 7 3

計 8 ,8 9 4 8 ,8 6 6 8 ,2 1 1 9 2 .6 6 5 5

5 6

公 立 1,5 0 0 1 ,4 8 7 1 ,3 9 0 9 3 .4 9 7

私 立 7 ,4 7 3 7 ,4 5 9 7 ,0 3 6 9 4 .3 4 2 3

計 8 ,9 7 3 8 ,9 4 6 8 ,4 2 6 9 4 .1 5 2 0

5 7

公 立 1 ,4 0 7 1 ,4 0 5 1 ,3 4 6 9 5 .8 5 9

私 立 7 ,3 8 1 7 ,3 7 2 7 ,0 0 7 9 5 .0 3 6 5

計 8 ,7 8 8 8 ,7 7 7 8 ,3 5 3 9 5 .1 4 2 4

5 8

公 立 1 ,3 8 8 1,3 8 5 1 ,3 1 6 9 5 .0 6 9

私 立 7 ,3 8 9 7 ,3 6 3 7 ,0 4 6 9 5 .6 3 1 7

計 8 ,7 7 7 8 ,7 4 8 8 ,3 6 2 9 5 .5 3 8 6

5 9

公 立 1 ,4 0 2 1,3 9 6 1,3 5 1 9 6 .8 4 5

私 立 7 ,3 2 3 7 ,3 0 7 7 ,0 6 9 9 6 .7 2 3 8

計 8 .7 2 5 8 ,7 0 3 8 ,4 2 0 9 6 .7 2 8 3

(2)年齢別保育所措置状況
(昭59.4.1現在)

区 分 操育 所 数 定 数

午 . 齢 別 措 置 件 数

0 才 1 才 2 :*・ 3 才 4 才 5l 才

公 立 1 9 1 -6 5 0 2 5 8 9 1 7 6 3 3 9 3 4 8 3 7 4

私 立 9 1 7 .3 3 4 2 2 9 7 2 0 1 .2 0 3 1 ,5 2 2 1 ,6 5 0 1 ,7 4 5

計 1 1 0 8 ,9 8 4 2 5 4 8 0 9 1 ,3 7 9 1,8 6 1 1,9 9 8 2 ,1 1 9
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(3)保育所徴収金基準額 (昭59. 5. 1弔在)

世 帯 の 階 層 区 分

徴 収 金 基 準 額 ( 月 額 )

3 歳 未 満 児

3 歳 以 上 児

3 歳 児 ー4 歳 以 上 児

A 階 層 生 活 保 護 法 に よ る 被 保 護 仕 等 ( 革 給 世 帯 を 含 む ) 0 0

B 階 層 A 階 層 を 除 き 前 年 度 分 の 市 町 村 民 税 非 課 税 世 帯 0 0

C 階 層 1

A 階 層 及 び .

B 階 層 を 除

き 前 年 分 の

所 得 税 非 課

税 tk 等

前 年 度 分 の 市 町 村 民 税 の う ちの 均 等宙P )み の 琵 飴 放帯 7ー1 5 0 4 .8 5 0
( 所 得 割 非 課 税 仕 帯 ) ( 3 ,5 7 0 ) C 2 ,4 2 0 )

2
前 年 度 分 の 市 吋 村 民 税 の う ち の 所 得 割 課 税 額 が 7,7 9 0 5 ,4 9 0

5ー0 0 0 円 未 満 で あ る 世 帯 ( 3,8 9 0 ) C 2 ,7 4 0 )

3
〟

5, 0 0 0 円 以 上 で あ る 仕 帯

8 ,8 7 0

( 4す,4 3 0 )

6 ,5 7 0

( 3 ,2 8 0 )

D 階 層

1

A 階 層 及 び

B 階 層 を 除

き 前 年 分 の

所 得 税 課 税

世 帯

前 年 分 の 所 得 税 課 税 宅紬 ゞ 9,6 5 0 7 ,3 5 0

3 ,0 0 0 円 未 満 で あ る 惟 帯 ( 4 一8 2 0 ) C 3 ,6 7 0 )

2
〟

3, 0 0 0 円 以 上 1 5 -0 0 0 円 未 満 で あ る 世 帯

l l, 3 2 0

( 5 ,6 6 0 )

9 ,0 2 0

( 4 -5 1 0 )

3
〟

1 5 , 0 0 0 円 以 上 3 0 , 0 0 0 円 未 満 で あ る 仕 帯

1 3,6 2 0

( 6 ,8 1 0 )

l l ,3 2 0

( 5 ,6 6 0 )

4
〟

3 0 , 0 0 0 円 以 上 6 0 , 0 0 0 円 未 満 で あ る tk 帯

1 8 ,3 3 0

( 9 ,1 6 0 )

1 6 ,0 2 0

( 8 ,0 1 0 )

5
〟

6 0 , 0 0 0 円 以 上 9 0 ,0 0 0 円 未 満 で あ る 仕 帯

2 4,2 1 0

( 1 2 ,1 0 0 )

2 0 ,5 6 0

( 1 0 ,2 8 0 )

1 7 .1 5 0

C 8 ,5 7 0 )

6
n

9 0 ,0 0 0 円 以 上 1 2 0 ,0 0 0 円 未 満 で あ る 仕 等

3 0,3 8 0
( 1 5 ,1 9 0 )

( 1 6 ,3 0 0 )

2 0 ,5 6 0

( 1 0 ,2 8 0 )

1 7 ,1 5 0

( 8 ,5 7 0 )

7 〟

1 2 0 ,0 0 0 円 以 上 1 5 0 , 0 0 0 円 未 満 で あ る tk 等

3 7 ,9 3 0

C 1 8 ,9 6 0 )

t 2 4 .6 6 0 ー

2 0 ,5 6 0

( 1 0 ,2 8 0 )

1 7 ,1 5 0
( 8 ,5 7 0 )

8 〟
1 5 0 ,0 0 0 円 以 上 1 8 0 , 0 0 0 円 未 満 で あ る 世 帯

3 9 ,3 6 0

( 1 9 ,6 8 0 )

( 2 7一8 7 0 ー

2 0 ,5 6 0

( 1 0 ,2 8 0 )

1 7 ,1 5 0

( 8 ,5 7 0 )

9 〟

1 8 0 ,0 0 0 円 以 上 2 1 0 , 0 0 0 円 未 満 で あ る 壮 者

3 9 ,3 6 0

( 1 9 ,6 8 0 )

( 2 7 .8 7 0 )

2 0 ,5 6 0

( 1 0 ,2 8 0 )

1 7 ,1 5 0

( 8 ,5 7 0 )

1 0 〟

2 1 0 ,0 0 0 円 以 上 2 4 0 , 0 0 0 円 未 満 で あ る 世 帯

3 9
( 1 9

( 2 7

3 6 0

6 8 0 )

8 7 0 )

2 0 ,5 6 0

( 1 0 ,2 8 0 )
1 7 .1 5 0

( 8 ,5 7 0 )

l l 〟
2 4 0 , 0 0 0 円 以 上 2 7 0 , 0 0 0 円 未 満 で あ る 世 帯

3 9

( 1 9

( 2 7

3 6 0

6 8 0 )

8 7 0 )

2 0 ,5 6 0

( 1 0 ,2 8 0 )

1 7 ,1 5 0

( 8 ,5 7 0 )

1 2 〟
2 7 0 , 0 0 0 円 以 上 で あ る 世 帯

3 9
( 1 9

( 2 7

3 6 0

6 8 0 )

8 7 0 )

2 0 ,5 6 0

( 1 0 ,2 8 0 J

1 7 ,1 5 0

( 8 .5 7 0 )

固定資産税額による附加基準表

教収金基準額表の定義にお ける階層 認定す る階層
及 びそ の固定 資産税額によ る区分

C 1 階層に属 し前年度分 の固定資産税額が C 2 階層
4.0 0 0 円以上 であ る世帯

C 2 C 3 階層
6,0 0 0 円以上である世帯

C 3 〝 D 1 階層
8 0 0 0 円以上であ る世帯

D 1 〝 D 2 階層
1 0 ,0 0 0 円以上で ある世帯
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戦　かっこ内の数値は同一性帯から2人以上の児

童が入所している場合において、その2人目以

降の児童に適用される額とする.`ただし、 D6

-D 12の3歳未満児の棚のかっこ内の数値の

適用については、次に規定するところによるも

のとする。

(1)上段　3歳未満児が2人以上入所してい

る場合Kその2人目以降に適用す

る散収金の額

(2)下段　3歳未満児と3歳以上児とが入所

している場合において3歳未満児

に適用する徴収金の頼



(4)助　　成

ア　助成金支出状況　　(昭和5 9年度予算)
熊本市保育所連盟助成金

年額　　　3,80 0千円
私立保育所補助金

年額　　60.000千円

熊本市保育園協会助成金

年額　　1,20 0千円

私立保育所保育時間延長業務補助金

年額　　26,123千円

私立保育所障害児保育事業費補助金
年叡　1 0,40 6千円

私立保育所事務職員雇用補助金
年額　　　3,62 3千円

イ　社会福祉施設建設費補助金

私立保育所補助基準(昭和5 9年度)

定 員 3 才 未 満児 3 才 児 4 才以 上 児

6 0 以下 1,2 0 0 円 6 3 0 円 5 7 0 円

6 1 ~ 9 0 1ー0 7 0 5 0 0 4 4 0

9 1 ′- 1 2 0 1,0 2 0 4 5 0 3 8 0

1 2 1 ~ 1 5 0 1,0 1 0 4 4 0 3 7 0

1 5 1以 上 9 9 0 4 3 0 3 6 0

補助金の額は.社会福祉施設等施設整備費及び設備整備費の国庫補助(負担)基準により算出した
街から、当該法人が国、県又はその他の補助機関から交付を受けた補助金等の額を均験した額に、次
表に定める補助率を乗じて得た額

区 分 補 助 垂

iaJfl^^^^B îご t、 増 改 築

補 助 金 交 付 対 象 区 分
市長が措置権
者である場合

そ の 他 市長が措置権
者である場合 そ の 他

蓋墓荒 野 義壷買 粁 亀 昌
6分の 1 8 分の 1 9 分の 1 12 分の 1

保 育 所 4 分の 1 4 分の 1

年額5 4 2千円(昭和'59年度予算)

ウ　無認可保育所助成　(昭和5 1年1 2月1日開始)　エ　無認可夜間保育所助成
助成内容　園児賠償責任保険料、職員研修費　　助成内容　園児賠償責任保険料、職員研修費

助成状況　9カ所,171千円(昭和59年変予算)助成状況　5カ所、 89・千円'(昭和59年度予算)

(5)児童扶養手当

ア　児童扶養手当受給世帯数　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　(昭59. 4. 1現在)

区 分 離 婚 世帯 死 別 世 帯 二和昏母子世帯 疾病者世帯 遺 棄 世宥 その他 か世帯 計

世 帯 3,0 6 1 1 8 8 3 2 2 2 1 3 2 6 6 1 7 4,0 6 7

(荏) 月額 . 1 人 3 2 ,7 0 0 円

イ　特別児童扶養手当受給世帯数

区 分 1 級 障 菩児 2 級 障害 児 計

世 帯 4 5 5 1 3 5 5 9 0

(荏)月額1人<I霊37,700
25,1。。胃
(6)母子家庭医療賛助嘩事業(昭59.6.1親和

区. 分
児童扶費手当 母子年金 遺族年金 そ の 可 計
受 給 世 帯 受給世帯 受給世帯

世 帯 2,3 4 9 9 9 8 4 1 4 2.5 4 6
(荏) 助成額は保険診療 自己負担分の3 分の2

(7)施　　設

ア　助　産・・母子寮
(昭59.4. 1現在)

種 別 施 設 名 経 営 主体 施 設代 表 者 所 在 地 認 可年 月 定 員

助 産 一熊 本 産 院 熊 本 市 星子 敏 雄 本山町 4 2 7 番地 昭 2 5. 7 2 0 味 )
母 子 寮

〟

熊 本 市 母 子 寮 社会福祉法人 〟 大江 6 丁 目 1番 5 0 号 〝2 6 . 8 1 8 ftの

友愛会 〝 〟
佐 藤 義 昭 壷川 2 丁 目 1番 5 7 号 〝2 3 .1 0 2 0 (哩)
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イ　乳児院

施 設 名 経営主体 施 設 代表 者 所 在 地 認可年月 定 員

熊 本 乳 児 院 社会福祉法人

〟

甲 斐 国 男 本荘 2 丁 目3 番 8 号 昭 2 2 .1 2 3 0

慈愛園乳児 ホ- A 潮 谷 絵 一 郎 神水 1 丁 目1 4 番 1 号 〝2 5. 4 1 5

ウ　キ護施設

慈愛園子供 ホー ム 社会福祉先人 潮 谷 総 一 郎 渡鹿 5 丁 目9 番 1 2 号 昭 2 3 . 5 9 0

菊 水 学 園 〟

〟

〟

松 本 孝 治 大江町大字渡鹿17 6 〝2 5.1 0 8 0

藤 崎 台 重 囲 尾 里 一 清 古京町 3 番 5号 〝2 4. 3 7 0

竜 山 学 苑 上 村 宏 測 龍 田町上立 田 9 1 5 番地 〝2 3.1 0 5 0

工　精神薄弱児施設

愛 育 学 園 社会福祉臥 坂 本 次 人 清水町大字新地 72 0 番地 昭 3 8 .1 2 8 0

大 江 学 園 〟

〟

塘 林 恭 介 大江町大字渡鹿 30 番地 〝4 0 . 6 9 0

仁 愛 ひ か り 園 失 戸 春 雄 薄場町 2 9 5 番地 7 〝4 5.l l 嘩 園)3 0

オ　教護院

清水ヶ丘学園 熊　本　県 桜井　吉松 清水町大字打越476番地 明42. 2

力　盲ろうあ児施設

熊本ライト-クス 山口　　拓爾 新生2丁目

キ　婦人保護施設

熊 本 県 婦 人 寮 裡 本 県 大 柿 国 定 渡鹿 3 丁 目1 5 番 1 2 号 昭 3 3 . 8 3 0

ク　保育所

公　立　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　(昭59.4.1現在)

施 設 名 定点
職 員 数

所 在 地 施 設 名 定員
職 員 数

所 在 地

保母 その他 計 保 その .計

本荘保育園 1 3 0 l l 3 1 4 本荘 6丁 目 春 日保 育園 9 0 8 3 l l 春日1 丁目

寺原 〝 7 0 5 3 8 坪井 5丁目 清水 〝 9 0 7 3 1 0 清水本町

横手 〝 1 0 0 7 3 1 0 横手 2丁目 中島 〝 6 0 4 2 6 押新町 .

白山 〝 9 0 6 3 9 白山2 丁目 幸田 〝 9 0 7 3 1 0 御幸笛田町

京塚 〝 1 1 0 9 3 1 2 健軍町 健軍 〝 1 0 0 9 3 1 2 ォm 2 T ァ

京町台 .〟 9 0 7 3 1 0 池田 1丁目 水前寺〝 9 0 8 畠 l l 水前寺公園

城東 〝 9 0 6 3 9 水道町 熊本乳 児〝 6 0 1 5 4 1 9 水道町

池上 〟 9 0 7 3 1 0 池上町 黒髪乳 児〝 6 0 8 4 1 2 H ォ 2 T g

小 島 〝 9 0 7 3 1 0 小島下町 麻 生田 〝 9 0 9 3 1 2
清水町大字麻生

田
大江 〝 6 0 6 3 9 大江6 丁目 計 1 9 カ所 1.6 5 0 1 4 6 5 8 2 0 4
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私　立　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　(昭59.4.1境在)

施 設 名 定員

職 員 数

所 在 地 施 設 名 定 負

職 員 数

所 在 地
その他 jtL 保 母 その他 計

自 尊 保 育 園 90 7

1 6

6 !

6

6

1 0

8

7

6

8

l l

1 0

4 l l

2 0

9

9

8

1 2

l l

1 0

9

1 2

1 4

1 4

14

1 7

1 0

9

l l

8

1 0

1 0

9

1 0

6

8

1 5

2

1

1

1

1

1

1

1

1

1

1

1

1

1

1

1

1

1

1

島 崎 3 丁 目 大 光 保 育 園 6 0 5 3

3

3

3

2

2

4

3

2

2

3

3

3

3

3

3

3

3

4

3

3

4 1

3

3

3

3

3

2

3

2

3

3

3

3

3

3

4

2

3

3

3

2

3

2

2 7 7

8

1 3

1 2

1 4

8

l l

l l

9

9

1 0

1 0

8 .

9

l l

9

10

回頭町大字所島

黒 髪 幼 愛 園 200 4

3

3

2

2

3

3

3

4

3

4

4

4

3

3

3

4

3

3

3

3

2

3

4

6

3

3

4

3

4

4

1 3

4

2

3

3

3

3

3

3

3

3

2

3

8 2

7 3

果実 2 丁 目 くす の 実 〝 12 0 1 0 ffi 4 T @

愛 光 幼 児 園 6 0 新大 江 2 丁 目 千 草 〝 9 0 9 a s m

城 高 保 育 園 6 0 城 山大 塔町 こず え 〝 9 0 l l 八島町

みの少 /I 6 0 本 荘 3 丁 目 it m 6 0 6

9

7

6

7

8

7 .

5

6

8

6

7

7

5

7

6

1 0

5

5

6

6

5

6

8

8

6

5

6

6

5

5

6

5

6

6

7

6

6

5

5

6 7 2

秋津町招山津

双 葉 〝 90 本 荘 2 丁 目 つ く し ′ 〝 4 5 花園 5 丁 目

城 南 幼 愛 園 90 春 日町 エン′ゼル 〝 90 健軍町

の ぞ み 保 育 園 90 若葉 2 丁 目 城 山 〝 6 0 城山上fW

友 愛 会 〝 60 壷川 2 丁 目 やま びこ 〝 4 5 尾 ノ上 2 丁 目

聖 母 幼 愛 園 12 0 南町 、こまど 少 〝 9 0 長嶺町

ひ か 少 幼 児 園 12 0 大 江 2 丁 目 む つみ 〝 9 0 構 1 丁 目

ひ ば 9 保 育 園 12 0 健軍町 第二森下 〝 90 近見町

旭 〝 15 0 1 0 近 見町 さくらぎ 〝 6 0 社 立 3 丁 目

か つ ぱ 〝 15 0 1 3

7

6

8 1

4

7

7

6

7

4

5

l l

1 6

9

7

9

1 4

8

1 4

7

7

9

9

6

8

7

9

5

7

9

7

8

保 田鍵 1 丁 目 武蔵 ケ丘 〝 9 0 武蔵ク丘 1丁目

マ リア 〝 9 0 水前寺 4 丁 目 日 向 〝 6 0 戸島町

報 徳 〝 9 0 池田 2 丁 目 御 幸 こぼ と〝 9 0 御幸笛 田町

小 磯 〝 9 0 新南 部町 田 迎 〝 90 1 0

8

l l

9

1 3

9

8

9

9

8

9

1 0

田迎鵬 町

隻 光 〝 6 0 花園 6 丁 目 さつ きケ丘 〝 60 龍田町上立田

ひせわ 9 〝 60 新大江 1 丁 目 第 二 エy ゼ ル〝 90 健軍町

秋 津 〝 9 0 板木 1 丁 目 熊本 すみれ 〝 60 池亀町

若 葉 幼 愛 回 6 0 池上町 やせを.み 〝 120 戸島町

中島かおる保 育園 9 0 中島町 松 尾 〝 6 0 松尾町

有 明 保 育 所 6 0 小 島下町 第二 旭 〝 6 0 近見町

藤 崎 台 保 育 園 6 0 古京町 日の 出 〝 6 0 観木 3 丁 目

城 北 〝 12 0 清水町大 字新地 せ きれレー 〝 6 0 健軍 5 丁 目

仁 愛 幼 育 園 2 10 薄場町 こ じか 〝 6 0 帝高江町

ぎん をん 保 育 園 9 0 京 壕本町 清水 ヶ丘 〝 60 清水町大 字兎谷

川 尻 〝 90 川 尻町 第 二 画 国 〝 45 出水4丁 目

つ 仔 .み 〝 12 0 国府本町 仁 愛 第 二幼 育 園 90 l l

8

8

9

9

8

8

9

9

8

9

1 0

9

8

8

7

9 4

U 5

白藤町

う′オ ン′ 〝 60 新町 4 丁 目 出 仲 間 保 育 園 60 柑 町大字出

く る み 〝 90 渡鹿 6 丁 目 75=ぎき 〝 60 江津 1 丁 目

仁 愛 乳 児 園 90 春 日4 丁 目 あゆみ 〝 6 0 龍田町 弓削

木 の 実 保 育 園 9 0 西原 2 丁 E カ トl/ ア 〝 60

6 0

若葉 6 丁 目

す ぎの 子 〝 9 0 二本木 4 丁 目 上ノ 郷 〝 上ノ郷 町

天 使 の 園 〝 9 0

6 0

6 0

9 0

6 0

1 2 0

6 0

9 0

1 1 4

9 0

9 0

9 0

9 0

渡鹿 l T E 木の 葉 〝 60

6 0

石原町

きよめ 〝 昆布 2 丁 目 たつ だ 〝 龍田町 弓削

は けみ や 〝 清水町大字高平 つば め 〝 60

6 0

6 0

4 5

6 0

4 5

4 5

3 0

7 ,33 4

8,984

長嶺町

九品 寺 〝 九品寺 5 丁 目 日 吉 〝 + サ * BI

画 .図 〝 画当町大字下江津 にれ の 木 〝 清水町大字愉木

二 岡 〝 戸島町 力合さ くら 〝 合志町

広 福 〝 長嶺町 リ ズ ム 幼 育 園 御幸笛 田町

小 山 〝 小 山町 せん ご く保 育 園 清水耽 字万石

供 合 〝 上南 部町 月 出 〝 鯉軍町

森 下 〝

第二桜ケ丘 〝

本 妙 寺 〝

南高 江町

世安町

花 園 4 T E

熊本夜 間 "

計 9 1 カ 所

新市街

9

3帯 .山 〝 健軍 町 公私立計 110 カ所 8 18 3 3 5
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ケ　児　童　虎

東部児童館

所　在　地　熊本市錦ケ丘1番1号

設置主体　熊本市

開設年月日　昭和52年9月　1日

構　　　造　鉄索2階建

敷地面積　8,205i謹

建物面積　325.43i㌔

着　　工　昭和51年9月24日

完　　　工　昭和52年6月20日

建　設　費　45,000千円

龍田児童館

所　在　地　熊本市龍田町弓削1192番地41

設置主体　熊本市

開設年月日　昭和54年7月　5日

構　　　造　鉄麻2帽・建

敷地面穣　5,380m2

建物両横　303.85nf

着　　　工　昭和53年9月　6日

完　　工　昭和54年3月31日

建　設　費　48,582千円

幸田児童館

所　在　地　熊本市御幸笛田町409番地1

置置主体　熊本市

開設年月日　昭和57年6月　1日

構　　　造　鉄筋2階建

敷地面積　5,578nf

建物面積　347.30nf

着　　　工　昭和56年9月14日

完　　工　昭和57年3月31日

建　設　費　90,067千円
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西原公園児童虎

熊本市九品寺4丁目2 4番4号

熊本市

昭和53年8月　1日

鉄廟3階建

6,3 8 6rf (西原公園面積)

303.39irf

昭和53年1月　4日

昭和53年7月11日

52,585千円

託麻児童虎

熊本市長嶺町5 4 1番地1

熊本市

昭和56年6月　1日

鉄薪2階建
5,877nf

335n?

昭和55年9月16日

昭和56年3月31日

75,676千円

清水児童館

熊本市清水亀井町1 4番7号

熊本市

昭和59年7月10日

鉄筋2階建

7,488.57iば

337.451デ

昭和58年9月21日

昭和59年3月31日

112,440千円

星



5　身体障害者福祉

(1 )身体障害者福祉モデル都市

昭和5 0年5月モデル都市の指定を受け、各界の代表5 3名を「身体障害者福祉モデル都市推進協議会」

の委員に委嘱.

協議会に民間施設、公共施設、広報の三部会を設けて、各身体障害者団体の意見、要望をもとにして昭和

5 2年度までに4 6,4 4 0千円の事業を行った。

道路交通安全施設の整備

歩道の段差除去　　　　　　　　　　　　　　　　総延長3, 6 2 3 m

歩道盲人用カラーブロック、点字鋲誘導帯の設置　　〝　3,6 23m

盲人用音響式信号機の設置　　　　　　　　　　1 0カ所

聴覚障害者用交通安全標識設置　　　　　　　　　2 0本

公共施設の構造設備の改造

市庁舎及び市民会館内に点字カラ-ブロック、スロープ、自動ドア、専用トイレ、手すDを設置

熊本城、陸上競技場、水辺動物園に身体障害者専用トイレ4カ所を設置

公共施設に車椅子の配備

市庁舎及び出先機関1 4カ所に4 2台を配備

簡易入浴事業

寝たきりの重度身体障害者のため中央老人福祉センター内に簡易入浴装置を設置し、車椅子を備えた

搬送車1台により看護婦付添で送迎

広報活動

聴覚障害者が安心して他所を訪問できるよう「聴覚障害者カード」と「竜の子マ-ク」をつくb配布

一般市民に対する普及啓もうとしては「市政だよb 」や各種会合を利用して広報を行うとともに各民間

企業、行政機関や団体等VE、施設設備の改善、待遇の改善等について協力方を依頼、また小学校低学年の

ための福祉副読本の編集を委託

(2)障害者の実態

(昭和58年度)

障 害 別 年 齢 1 8 才 未 満 1 8 才 以 上 計

視 覚 障 害 3 6 1,9 9 4 '0 3 0

嘘 党又は 平 衡 機 能 障 害 1 1 7 1,7 1 9 1.8 3 6

言 語 機 能 障 害 5 1 0 6 1 1 1

肢 体 不 自 由 2 7 1 6 ,9 1 5 7,1 8 6

内 部 疾 患 8 2 1,0 3 5 1,1 1 7

計 5 1 1 l l,7 6 9 1 2 ,2 8 0

(3)身体障害者更生援護状況　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　(昭和58年度)

区 分

障 害 別

敬

級

実

人

相 談 . 指 導 及 .び 措 置
手 帳 交 付

補

莱

職 生

業 括

及 指

更

坐

医

施

&

入

そ

の

申 決

負 具
日

び導 顔 顔 他 請 定

視 覚 障 害 6 4 3 4 4 1 0 5 1 2 5 3 0 7 7 7 7

聴 覚 障 害 5 4 1 1 0 3 5 0 4 8 0 5 9 5 9

言 語 機 能 障 害 1 9 2 1 0 8 8

肢 体 不 自 由 2,7 9 1 5 0 7 3 5 5 3 1 0 5 1.6 2 0 3 7 3 3 7 3

内 部 疾 患 6 8 4 1 0 0 1 5 6 3 5 8 1 4 2 1 4 2

計 4 ,6 7 8 6 5 4 6 1 2 1 5 9 1 1 7 2.9 9 8 6 5 9 6 5 9
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(4)障害者住宅整備資金融資(昭和54年4月1日開始)

目　　的　障書者又は障害者と同居する世帯に対し.障害者向けに住宅を整備するために必要な資金

を貸し付けることにより.障害者の居住環境の改善増進に寄与しようとするものである

貸付限度額　1,2 0 0千円

貸付条件　　年率　3%

僕達1 0年以内の元利均等月賦償還

貸付対象者　障害者又は障害者と同居している者で市内に居住し・障害者向けに居室等を増改築又は改

造しようとする者

59年度予算　貸付金　24,000千円

(5)福　祉　パ　ス(昭和53年変開始)

目　　的　身体障害者の地域の社会活動参加を容易にするため.福祉バス(定員2 1人で.このうち

4人程度は車椅子のまま利用できるもの)を設置さらに5 6年度はミニ福祉バス(定員8-

9人内車椅子2人) 1台を購入して身体障害者の福祉の増進を図る

対　象　者　本市在住の身体障害者手帳所持者

事業内容　市長が適当と認めた更生相談事業.機能回復訓練事業.各種講習会.研修会.スポ-ツ、

t/クl)エー*/ヨン.その他身体障害者の福祉の増進を図る事業等に無料で運行する,

対象者数　12.280人

59旬斐予算　　3,0 2 2千円

(6)身体障害者家庭奉仕員制度
(昭5ft4.1現在)

ー奉 仕 員 派遣対象世帯 委 託 費 用 奉仕員報酬 1 人当月額

1 0 4 9 2 1,9 8 6 千 円 1 1 0,8 8 0 円

(荏)　昭和4 2年度より熊本市社会福祉協議会に委託実施

(7)身体障害者相談(昭和58年度)

相　談　員　　46人(県費36人.市費10人)

相談件数　　900件

委　託　料　　月敢1,400円

(8)心身障害者扶養共済制度(昭和45年4月1日開始)

目　的

心身障害者の床護者が苑亡又は障智者となった後、残専れた心身障害者に年金を支給し.障害者の生活

の安定と膿護者のいだく不安を餐滅しようとするものである

心身障害者の範閉

精神薄弱者にあっては.知能指数7 5以下.身体障害者にあっては.障害の程度が1級から3級まで

の者及び精神又は身体に永続的な障害を有する者で.前述の者と同程度と認められる者

加入者

心身障害者の陳護者(心身障害者の配偶者.父母.兄弟姉妹.祖父母又はその他の親族で現に心身障

害者を扶養しているもの)であって.原則として6 5才未満の者とする
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保険料

年 齢 区 分 掛 金 月 額

3 5 才未 満 の者
1 , 0 0 0 円

3 5 才以 上 4 5 才未 満 の者 1 , 3 0 0

4 5 〝 5 0 〝 3 , 2 0 0

5 0 〝 5 5 P〝 4 , 1 0 0

5 5 〝 6 0 〝 5 , 3 0 0

6 0 〝 6 5 〝 6 , 8 0 0

給付金

加入者が宛亡又は障害者となったときは、心身障害者を扶養する者(年金管理者)に対し、毎月20,000
円の年金を支給する

加入後1年以上の者で、心身障害者が死亡したときは一時金として2 0,0 0 0円を支給する

(9)市民福祉特別手当
(暗59.4. 1現在)

手 当 の 種 類 支 給 要 件 金額(年額) 人 員

重度心 身障害児手当 障害等級1級 2級 .知能指数 35以下の 20才未満
6,0 0 0 円

3

中慶心 身障害児手当 〝 3 級 4級 〝 . 50 以下の 〝 3,0 0 0 7

(注)障害福祉年金、福祉手当、特別児童扶養手当の受給者、施設入所中のものは除く

(昭和 5 8 .年度)

種 別 施 設 名 経営主体 施設代表者 所 在 地 認可年月 定 員

肢体不自

由者更生

施 設

熊本県身体障害者
1)ハピ1)テーシヨy
セ ン タ ー

熊 本 県 古木 幸夫 長嶺町 2255 番地 3 33 昭 2 8.9

入所 6 0

適所 1 0

6　精神薄弱者福祉
(1)福祉相談室

ア　業務の内容

家庭児童の養育指導ve関すること

心身障害児(者)の療育、育成vE関すること

細入の生活福祉に関するとと

その他の福祉相談に関すること

児童、心身障害児(者)及びその家庭につき、必要を調査並びに医学的、心理学的、教育学的及び精神

衛生上の総合的診断、判定を行うこと

イ　職員の配置

室　　　　　長　　　1人　　　　　　　　家庭相談員　　　2人

(精神薄弱者福祉司・心理判定員を兼務)　婦人相談員　　　2人

事　務　職　員　　　　2人

技師(看護婦)　　　1人

嘱　　託　　医　　　　2人(嘱託科1人月額20,000円)
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ウ　利用状況(昭和58年度)

障害別区分

tf s f |:5)H 男 女 計

fl f

秤

サ

覇

軽 度 1 8 1 8 6 2 6 7

中 産 2 6 2 1 8 3 4 4 5

重 度 3 0 0 2 3 1 5 3 1

最 重 度 3 1 8 1 9 3 5 1 1

重 症 心

身 障 害 4 1 5

言 語 機 能 3 4 1 2 4 6

性 格 行 動 問題 1 4 4 1 8

精 神 身 体障 害 4 7 4 9 9 6

そ の 他 3 2 5

計 1,1 6 3 7 6 1 1,9 2 4

エ　措置指導状況

年齢別区分

性 別

年 齢
男 女 計

0 才 ～ 5 才 2 3 8 1 0 6 3 4 4

6 ~ 1 2 2 4 7 8 9 3 3 6

1 3 ~ 1 5 1 0 6 5 5 1 6 1

1 6 ~ 2 0 1 4 1 1 0 1 2 4 2

2 1 才 以 .上 4 3 1 4 1 0 8 4 1

計 1,1 6 3 7 6 1 1,9 2 4

(昭和58.年度)

種 別

性 別
生 活 教 育 . 施 設 職 業 医 療 そ の 他 計

男 5 0 5 3 1 6 2 9 9 2 4 6 4 1 ,1 6 3

女 3 7 9 7 4 5 2 5 9 2 6 9 7 6 1

計 8 8 4 3 8 1 0 7 l l 1 5 1 7 3 3 lt9 2 4

(2)心身障害児(者)家庭奉仕員
(昭59.4. 1現在)

奉 仕 員 派 遣 対 象 世 帯 奉 仕 員 報 酬 1 人 当 月 額

6 人 9 世帯 1 1 0,8 8 0 円

(荏)昭和4 6年度より熊本市社会福祉協議会に委託実施

(3)職　親　制　度　(昭59.4.1現在)

職親登録　　　　2 2事業所

職親委託数　　　　6人

委託料　　　　1人月額10,000円

(4)精神薄弱者相談　(昭和58年度)

相談員　　　　　1 5人

相談件数　　　1カ月　54件(平均)

委託料　　　　1人月額　1,400円
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(5)精神薄弱者援護施設入所措置状況　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　(昭59. 4. 1環在)

施 設 種 別 施 設 名 定 員 (重度) 措 置 人 数

更 生 施 設

も み の き 園 臓弓 本 市) 6 0 2 0 ) 2 5
苓 山 寮 (本 .渡 市) 9 0 3 0 ) 1 5
な ぎ さ 寮 (牛 深 市) 6 0 ( 2 0 ) 8

つ つ じ ヶ 丘 学 園 (球 磨 郡} 6 0 ( 2 0 ) 3
清 香 園 (下 益 城 郡) 4 0 5
南 海 寮 (本 渡 市) 6 0 2 0 ) 9
す み れ 園 (鹿 本 郡) 6 0 3 0 ) l l
高 森 寮 (阿 蘇 都) 5 0 3 0 ) 1 3
迎 幸 学 園 (酌 水 町) 3 0 9
第 2 明 星 学 園 (上 益 城 郡) 5 0 ( 3 0 ) 6
精 粋 園 (玉 名 郡 ) 4 0 8
き ず .な の 里 (天 草 郡 ) 5 0 2 0 ) 7
氷 川 学 園 (八 代 郡) 3 0 1 7 ) 7
わ ら び 学 園 掬 池 . 市) 3 0 8
赤 . 坂 園 (福 岡 県) 1 0 0 1
太 陽 の 園 (揺 . 同 県) 6 0 3 0 ) 4
天 水 生 命 学 園 (玉 名 都 ) 4 0 7
城 南 学 園 (下 益 城 郡) 3 0 9
は な ぞ の 学 苑 (熊 本 市 ) 5 0 4 1
輝 き 聖 母 の 家 (大 分 県) 5 0 1
コ ロ ニ ー 雲 仙 更 生 寮 (長 崎 県 ) 5 0 ( 2 Q 1

授 産 施 設

蓮 の 実 団 地 (福 岡 県 ) 6 0 1
雲 仙 福 祉 牧 場 (長 崎 県) 5 0 2
仁 愛 事 業 所 (熊 本 市) 3 0 2 2
仁 愛 和 光 学 園 (熊 本 市) 4 0 7
ゆ き ぞ の t学 園 (下 益 城 郡 ) 5 0 1 4
阿 蘇 く ん わ の 里 (阿 蘇 都 ) 5 0 1 6
健 康 荘 (福 岡 県) 6 0 2
第 2 赤 坂 園 (福 岡 県) 5 0 1
荒 尾 市 小 岱 作 業 所 (荒 局 市) 6 0 1

計 収容 20 1 通所 6 3

(6)施　　設
ア　精神薄弱者通所更生施設

名　　　称　　はなぞの学苑
所　在　地　　熊本市荘園7丁目12番15号
設置主体　　熊本市
経営主体　　社会福祉法人　熊本市社会福祉事業団
開設年月日　　昭和57年5月1日
建物構造　　鉄骨造2階建
敷地面積　　1,948.79irf
建物面積　　延805.65m2
建　設　費　　152,987千円
委　託　料　　48,697千円(昭和59年度予算)
定　　　員　　50人
主な設備　( IF)事務室(相談室含)、食堂、医務室、更衣室、木工室、セメント作業室、シャ

ワー室、厨房、洗面所
( 2F )調理実習室、和室(倉庫含) 、紙器工作室、生活指導室、娯楽室,会議室(倉

庫、ステ-ジ、放送室)
イ　熊本市福祉センター希望荘

所　在　地　　熊本市大江5丁目1華15号
経営主体
開設年月日
建物構造
敷地面積
建物面積
主な設備

建　設　費

運営費補助

社会福祉法人　熊本市社会福祉協議会
昭和55年6月1日
鉄筋コンク1)-ト地上3階( 1部塔屋4階)
`898i㌔

延1,23 2.23irf
( IF )憩の間、相談室、ボランティア控室、湯沸室、身障便所、事務室、管理人室
( 2F )音楽室(防音)、生託・着付研修室、料理実習室、大ホール(防音・映写装置)

湯沸室,身障便所
3F　プレイルーム、大会議室、和室、湯沸室

270,249千円
36,0 90千円(昭和59年度予算)
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7　老　人　福　祉

(1)老　人　数

区 皮 54 5 5 5 6 5 7 5 8

6 5 才 ～ 6 9 才 1 6 ,3 3 5 1 6 ,5 1 6 1 6 ,8 6 8 1 7 ,0 6 9 1 7 2 0 1

7 0 才 以 上 2 8 ,3 4 1 2 9 ,6 3 8 3 0 ,8 5 2 3 2 2 2 1 3 3 ,6 5 0

計 4 4 ,6 7 6 4 6 ,1 5 4 4 7 ,7 2 0 4 9 2 9 0 5 0 β5 1

全 人 口 に対す る割 合 (% ) 8 .6 6 8 .7 8 8 .9 6 9 .1 6 9 .3 3

(注)各年度10.1現在推計、ただし、 55年度は国調による

(2)措置状況　　　　　　　　　　　　　(昭59.4.1現在)
区 分 施設数 (県内) 定 員 本市 の措置人員

養 護 老 人 ホー ム 3 6 2,0 7 0 3 1 1

特別巷護老人ホーム 2 8 2,52 1 2 1 2!

計 6 4 4,59 1 52 3

(3)老人家庭奉仕員制度
(昭59- 4. 1現在)

奉 仕 員 派 遣 対 象 世 帯 委 託 費 用 奉 仕 員 報 酬 1 人 当 月額

2 6 人 1 3 3 "陛帯 5 5 ,1 8 4 千 円 1 1 0 , .8 8 0 円

(注)昭和4 2年度より.無本市娃会福祉協議会に委託実施

(4)老人クラブ助成状況

ア　老人クラブ活動助成

1区 分 年 度
5 4 5 5 5 6 5 テ 5 8

老 人 ク ラ ブ 助 成 対 象 数 3 5 7 3 6 2 3 7 3 3 8 2 3 8 1

会 員 数 2 2 ,7 6 8 2 2 ,9 0 1 2 4 ,2 3 3 2 4 ,6 7 4 2 4 β 6 4

助 成 金 支 出 額 ( 円 ) 1 7 ,0 1 6 ,0 0 0 1 7 ,3 2 8 ,0 0 0 1 9 ,6 6 5 ,0 0 0 2 0 ,0 4 3 ,0 0 0 2 0 ,1 5 7 0 0 0

助成基準　5 0人以上が登録し、9カ月を超え、活動したクラブ(年度途中結成のクラブは6カ月以上)

励成金　月額4,000円

イ　健康増進助成金

金額1クラブ当たり　年額5,000円

り　老人クラブ結成助成

金額1クラブ当たり　5,000円
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(5)施　　設

ア　老人福祉センター

中央老人福祉センター

所　在　地　方白本市南千反畑町10番7号

設置主体　熊本市

経嘗主体　熊本市社会福祉事業団
開設年月日　昭和50年9月2日
構　　　造　鉄筋2階建
敷地面積　541r㌔
建物面積　延496i㌔
建　設　費　51.435千円

開館E]時　牛酪9時-午後5時(休館日は毎週
月曜日及び祝日)

使　用　料　浴室使用料　20円
定　　　員　200人
主な設備　機能回復訓練室等

西老人福祉センター

所　在　地　熊本市′j、島上町4番地

設置主体　熊本市

経営主体　熊本市社会福祉事業団

開設年月日　昭和49年7月10日

構　　造　木造平家建

敷地面積　3,4O Orf

建物面積　延252汀f

建　設　費　25,875千円

開銀日時　午前9時～午後5時(休飽日は毎週

木曜日及び祝日)

使　用　料　浴室使用料　20円

定　　　員　100人

主な設備　集会室1、娯楽室1、談話室1

図書室1、浴室男女各1

事務室11.管理人室　2
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東老人福祉センター

熊本軒健軍本町1 3番3号
熊本市

熊本市社会福祉事業団
昭和46年4月1日

木造瓦葦平家建
330irf

延20 8.7rが

i,445千円

午前9時～午後5時(休館日は毎週火曜日及び
祝日)

浴室使用料　20円

100人

集会娯楽室

娯　楽　室

l

　

　

て

ュ

重
宝

香図
浴

ヽ

　

　

　

ヽ

1

 

1

南老人福祉センター

熊本市八幡町1 3 6 8番地1

熊本市

熊本市社会福祉事業団

昭和49年6月27日

木造平家建

410m2

延264irf

24,486千円

午前9時～午後5時(休館日は毎週金曜日及び

祝日)

浴室使用料　20円

100人

集会室1、談話室1,娯楽室1

図書室1、浴室男女各1

事務室1、管理人室2



北老人福祉センター

所　在　地　熊本市八景水谷1丁目2番6号

設置主体　熊本市

経営主体　熊本市社会福祉事業団

朗設年月日　昭和48年10月22日

構　　造　革筋平家建

敷地面積　2,961i㌔

建物面積　延296nf

建　設　費　24,300千円

開館日時　午前9時～午後5時(休館日は毎週水曜日及び祝日)

使　用　料　浴室使用料　20円

定　　　員100人

主な設備　集会室1、娯楽室1、談話室1.図書室1.浴室男女各1

事務室1.管理人室2

利用状況 (昭和58年度)

l i
* * 東 西 南 北

利 用 者 4 6 ,2 0 6 l l ,7 2 9 l l ,4 7 6 1 5 ,9 7 7 8 ,3 0 7

1 日平 均 利 用 者 1 5 8 4 0 3 9 5 5 2 8

使 用料 収 入 ( 円 ) 4 6 2 ,0 2 0 1 7 9 2 8 0 1 5 9 ,6 6 0 2 5 8 ,5 2 0 1 2 7 ,0 8 0

イ　養護老人ホーム

名　　　称

所　在　地

経営主体

開設年月

E^Hftl

構　　　造

敦地面穣

建物両横

建　設　費

定　　　員

主な設備

措置状況

明　生　園

熊本市花園7丁目1 9番1号

熊本市

昭和54年10月

養護老人ホーム

鉄筋コンクリート瓦茸2階建.一部平家建

13,1 59.9iが

延3,231.24i㌔

459,080千円

120名

集会所、談話室、作業室、医務室、静養室,浴室,洗濯室、面会室、全館冷暖房設備

防火設備、ソーラーシステム給湯設備

(昭和58'年藍延人員数)

区 別 性 別 罪 女 計

熊 本 市 ( 市費 ) 4 6 8 6 4 8 1,1 1 6

熊 本 県 ( 県 費 ) 3 6 0 1 3 6

計 5 0 4 6 4 8 1,1 52
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ウ　老人憩の家

日　　　的　　老人に対し勧告の向上、レクレーション及び集会等のための場を提供し、もって老人の心

身の健康の増進を図る。

設置主体　　熊本市

運営方法　　各老人憩の家運営委員会に委託

構　　　造　　木造平家建

建物面凍　平均　50m2前後

建　設　費　　平均500-600万円

施設内容　集会場、トイレ、台所、その他

施　設　数　　67カ所　59年度3カ所建設予定

運営費補助　1カ所当たり年45,000円

開館時間　午前9時から午後5時まで

使　用　料　　無　料

エ　その他の施設

m m 施 設 名 経 営 主 体 施 設 代 表者 所 在 地 認 可 年 月 定 員

養 護

老 人 ホ ー ム
慈愛 園 老 人ホ- ム 社 会 福 祉 法 人 l上 原 勇 一 神 水 1 丁 目14番 1号 2 3 . l l 7 0

詛 聖 母 老 人 ホ ー ム /y 八 巻 ツ ネ 島 崎 6 丁 目1番 27号 2 1 . l l 7 0

s*

//

特 別 養 護

老 人 ホ - A

リデ ル . ラ イ ト

記 念 老 人 ホ ー ム At 山 本 明 黒髪 5丁 目23番 1号 2 6 . 7 0

熊 本 め ぐみ の 園 〟 青 木 祐 心 小 山町 1 7 8 1 番 地 4 7 . 7 0

パ ク ラス ホ ー ム 一ク W -M . エリクソン 神水 1丁 目14 番 1号 3 9 . 5 6

,I 桜 ケ 丘 寿 徳 苑 詛 藤 院 了 幸 小山 町 2 4 9 3 番 地 4 9 . 8 8

(6)老人福祉手当

区 分 支 給 要 件 年 額
人 員

(見 込 )
5 9 年度予算

寝た きb 老人手当 寝た きり状 態 3 カ月以 上、 6 5 才以上 7 0 才未満 6,0 0 0 円
2

1 2,0 0 0 円

鶴 """.Ill '午 ∴ 老人ホームに入所 している 6 5 才以上 7 0 才未満 6,0 0 0 8 4 8 ,0 0 0

(7)敬　老　祝　金(昭和45年4月1日開始)

目　　　的　高齢者に対し、敬老祝金を支給し、敬老の意を表するとともに、その福祉の増進に寄与しよ

うとする1ものである

受給資格　　8 8才以上であって、本市に居住している者

金　　　飯　　年額　5,000円

支給人員　1,168人(昭和58年度)
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(8)老人居室整備資金融資(昭和4 8年4月1日開始)

目　　　的

貸付限度額

貸付条件

貸付対象者

5.9年度予算

老人と同居する世帯に対し、老人の専絹居室を増・改築するために必要な資金を貸し伺けるこ

とにより、老人と家族との間の好ましい家族関係の維持・増進に寄与しようとするものである

1,200千円

利率　3%

償還1 0年以内の元利均等月賦償還

6 0才以上の老人と同居する者で市内に居住し、老人の専用室を増・改築しようとする者

貸付金　60,000千円

(9)老人福祉電話相談(昭和48年4月1日開始)

目　　　的　　一人暮らしの老人に福祉電話を貸与することにより、緊急時の連絡と安否の確認及び各種の

相談を行＼＼在宅老人に対し各種サービスを提供すち

電話貸与台数　177台(昭和59年4月現在)

貸付対象者　　6 5才以上の老人で市内に居住し、一人暮らしで近所に介護者のいない者

59年度予算　　4, 541千円

(10)移動浴槽車(昭和47年11月開始)

目　　　的　　浴槽を持たをレゝ単身で入浴・困難な寝たきり老人及び重度の身体障害者等て常時介護を要する

者に対して、定期的に浴槽車を派遣して、無料で適切な入浴の奉仕を行うことにより福祉の増

進を図る　(無本市社会福祉亀議会へ委託)

車　　両　移動浴槽車　　1台

搬　送　車　　　2'台

従　事　者　　運　転　手　　　3人

対象者数

5 9年度予算

奉　仕　員　　　4人

看　護　婦　　　2人

35人( 1人につき月2回派遣) (昭59,4.1現在)

8,147千円

(ll)電車・バス特別回数券交付(昭和5 0年7月1日開始)

目　　　的　　老人及び心身障害者の福祉増進のた砂、電車・バス特別回数券を交付する

対　象　者　　7 0才以上の老人。ただし寝たきり及びそれに近い状態の人を除く

(心身障害者の場合は、・障害等級1級～3級の人及び知能指数5 0以下の人。なお介護を要す

る場合は介護者を含む)

事業内容　　7 0才以上の老人に敬老優待証及び特別回数券を交付する

対象者教

5 9年度予算

電車(市)、ノミス(市、産交、電鉄、熊本ノミス)に乗車する際、舵優待証(心弼頓者の場

合は手帳)を提示することによりヽ特別回数券を使用できる

なお、交付する特別回数券は、希望する1社のもので、 2,970円相当(′L身障害者の場合は

1,980　円相当)

老人　33β00　人　身体障害者　4,200人　精神薄弱者　1,100人

50,000千円
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(12)、一人暮らし老人訪問(昭和5 0年7月1日開始)

目　　　的

5iM3　呂

事業内容

対象者教

wJMffl国数

5 9年度予算

(13)老　人　鳥

目　　　的

対　象　者

農　園　数

59年度予算

一人暮らし老人を訪問し、声をかけて、その安否を確認し、あわせて乳酸菌飲料等を配布す

ることによって老人の福祉の増進を図る

市内に居住する溝65才以上の二人暮らし老人で、日常安否の確認をする者がいない者

市が委託する乳酸菌飲料等の販売業者の配達人が、一人暮らし老人を訪問し、安否の確認を

し、あわせて乳酸菌飲料等を配布する。緊急事態が生じたときは、状況に応じて民生委員、福

祉事務所、病院等へ連絡をする

1,270人・

適時El3日

5,350千円

園(昭和5 1年度開始)

土に親しみながら老人の生きがいと健康増進をはかるために、市が無償で借り上げた遊休地

を1人当たり1 0-1 5m2程度貸与する(熊本市老人クラブ連合会に委託)

6 0才以上の老人
8カ所(1カ所当たり　1,0OOiが程度)

160千円

(14)ふとん竜燥　(昭和53年度開始)

目　　的　6 5才以上の寝たきり老人及び重度で寝たきりの心身障害者(児)の寝具の無料竜燥事業

を行うことにより寝たきり老人及び重度で寝たきりの心身障害者(児)の福祉の増進を図る

対象　者　第1段階として老人家庭奉仕員・身体障害者家庭奉仕員及び心身障害者家庭奉仕員の派遣

先及び移動浴槽車の派遣先の該当者を対象に実施し、その結果をみて一般の寝たきり老人及

び重度の寝たきりの心身障害者の世帯に対象を広げていく

事業内容　業者に委託し、対象者宅を巡回訪問して実施

対象者数　　　30人

59年度予算　　271千円

(15)生きがいと創造の事業(昭和5 4年度開始)

目　　的　希望と能力に応じた生産又は、活動に参加することによって、老後の生きがいを高め,壁

f'rif空V."'*'齢*. ^..蝣.;・-蝣- : 、t・i:壁.I-'・Il・汁で二L-r、'."ii-:"*・、 'Vtf:-'^Plil'-.i.蝣三・納n*L"二・二二T、

生産又は創造的活動を行う

対　象　者　市内居住のおおむね60才以上の人

生きがい作業所

施 設 名 所 在 地 種 目 1 参加 者 実施回数

花 園 老 人生 きが い作業 所 熊本市筏 園 7丁 目.1 9 番 1号 陶 芸 5 0 月 4 回

東部 〝 〝 健軍 3 丁 目1 3 番 1 0 号 ′′ 4 0 月 4 回

南 部 〝 〝 川尻町 7 6 2 番地 ′′ 4 0 月 4 回

白坪 〝 〝 田崎 1丁 目 7番 1 0 号
手 芸 3 0 月 2 回

園 芸 3 0 月 2 回

社 会 福 祉 会 館 〝 南千反畑町 1 0 番 7 号 手 芸 6 0 月 4 回

北 老 人 福 祉 セ ン タ ー 〝 八景水谷 1 丁 目 2 番 6 号 園 芸 3 0 月 2 回
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8　同和対策事業

(1)概　　況

昭和4 0年8月.内閣総理大臣の諮問機関である同和対策審議会から.同和閥務解決のための基本的方策

について答申がなされ.これに基づき昭和4 4年7月「同和対策事業特別措置法」が制定施行された。

この法律では.歴史的.社会的理由によって生活環境等の安定向上が阻害されている地域(同和対策対象

地域)の住民の社会的.経済的地位の向上を不当に阻む諸要因を解消することを同和対策事業の目標として

&&

本市においても.同和対策事業特別措置法の趣旨にのっとり.同法施行以来.国及び県の施策に歩調を合

わせながら.昭和4 7年度から住宅改修資金貸付事業及び街燈設置事業を.また4 8年度以降は各種の入園.

入学支度金及び就職支慶金などの給付事業を実施してきた。

さらに5 0年1 2月.市民局に同和対策室が設置され.以後関係各部局と緊密な連携のもとに.地域住民

の理解と協力を得て同和対策事業の推進につとめている。

ことに.生活環境の改善整備の対策としては. 5 1年度に地区道路の舗装事業・ 5 2年度には公営住宅の

建設及び住宅新築資金の貸付事業などに着手するとともに住民の職業の安定及び教育の充実をはかるための

各種の事業の推進も重点的に実施している。

また.社会福祉の向上及び健康増進の対策としては5 0年度に防除館を建設し.地域住民の生活の改善向

上並びに同和問題の解決に資するためのコミュニティセンタ-として各種の事業活動を行い.多くの住民に

活用されている.j　さらに. 5 2年度には児童蝕を建設し.児童の健全育成の拠点として活用されている。

一方.同和問題の正しい理解と認識を深めるため. 「市政だより」等を通じて広く市民一般に対する啓発

活動た敢り組んでいる。

また. 5 3年1 0月「同和対策事業特別措置法」の期限が3カ年延長され.各種事業をさらに推進して来

たが.同法が5 7年3月3 1日をもって失効したことに伴い.過去1 3年間にわたる成果を踏まえつつ.な

お.残された課題を解決するため.新たな観点を加えた新規立法として「地域改善対策特別措置法」が5 7

年3月の国会で制定され.同年4月1日から5カ年間の有効期間で施行された。

今後の課題としては.同法の趣旨に基づき対象地城とその周辺地城との一体性の確民を図りつつ.各種㊤

事業を引き続き強力に推進するとともに.実態の把握に努め.更には人権尊重の精神に徹した教育.啓発活

動をより一層積極的に展開して.目標達成のたり努力する。

(2)同和地区の概要

ア　地区数

イ　地区面積

り　世帯数及び人口構造

1地区

ll.90ha

区 分 世帯数 人口総数

性別人口

男 女

地区全体 782 2,059 951 1,108

同和関係 503 1,537 712 825

エ　混住串　　74.6%
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オ　生活保護状況(昭58. 2.,1魂在)

被保護世帯・人員の状況

区 分

被 保 護 者 保 護 率

憧有数 人 員 世帯数 人 員

対 象 地 域 全 体 1 52 3 0 7
1 9 4 .3 %ー▼

1 4 9.1

熊 本 市 全 体 5,7 9 9 1 0,3 8 4 3 0.9 1 9.2

凝保護世帯の世帯類型別状況

区 分

高 齢 者 世帯 母 子 P世 帯 傷病碑 名世帯 そ の他の世 帯 合 計

世 帯数 ..人 員 世帯数 人 一員 世帯数 人 一員 世帯 人 員 世辞数 人 員

対 象 地 域 全 体

( 構成比 % )

5 5 6 7 12 4 1 75 1 53 10 4 6 1 52 30 7

36.2 2 1.8 7.9 13 .4 4 9.3 4 9.8 6. 6 1 5.0 100 10 0

僻 事 市 全 体

( 構成比 % )

2 ,07 9 758 2 ,662 30 0 5, 79 9

35.8 1 3.1 4 5.9 5.2 10 0
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(3)同和対策事業の概要

項 目
事 業 費
¢日和 59年度).

趣 当 部 局.事 業 名 事業開始年度

教育をすすめ るた

適正就学の促 進 4 8 千円

3 0,6 1 9
教 育委 員会事

ク レペ リン検査等 〟

教職員の研修 〟

入園入学支度金 ( 幼稚 園及 び小 、中学校 〟

並 びに高校 、大学 ) (大学 5 1、)

幼稚園保 育料 5 3 .

めの施策 社会同和教 育 4 8 務局

健康増進体 力向上 〟

青少年教育 5 1
子供勉強会 (小学生及 び中学生 ) 〟
奨学金 ( 高校及び大学 )

〟

屠住環境の整備促

街燈設直 4 7

5 8 3,9 1 8

I -,..tll・蝣-

住宅改修資 金の貸付 〟

水洗便所改造 5 2 下水道部

進のための施策 児童公園整備 〟 計画 部

在 宅新築資金 貸付及 び宅地 坂得資金貸付 5 3 管理部

地 故改善 向公営住 宅 5 2

社会福祉 の向上及

喝保飴 の運営 5 0

2 0,4 1 6

同和対策室

福祉部

衛生 部

} 福祉部

保 育所入所支度金 〟

老齢者厚生給付金 5 1

蝣̂$ ォtS 」 〟

心身障害者援護給付金 〟

び健康増進 のため 新生児 出産祝金 〟

の施策 そ族昆 虫の駆除 //

トラホー ム予防特別対策 〟

結核、がん検診 〟

保健相談 5 2

乳児栄養 強化 〟

児童蝕の運営 〟

老人、身体障害者 日常生活用具 給付 5 3

職 業の安定向上の

自動車運転免許委託料 5 0

1,8 0 6 商工部

職業訓練校入校支度金 5 1

中学校卒業者就職支度金 4 8

た めの施策 高 校卒業者就職 支度金 5 1

中高年齢者就職支度金 5 2

職業訓練受講奨励金 〟

中4、企業 の経営を 中小企業安定資金融資利子補給 4 8
2 0,4 7 8 商工部

よくするための施策 中小企業経営指導 5 1

その脚 的な施策
市威 員研修 5 0

1 6,4 7 6
職 員部

同和対 策事業の推進 と調整 〟 同和対策室

合 計 6 7 3,7 1 3
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(4)隣　保　飴

隣保館は、基本的人権尊重の精神及び同和対策審議会の答申の趣旨にかんがみ、同和対策対象地域住民及

びその近隣地域住民に対する理解と信軒のもとに、地域住民に対して生活上の各種相談事業をはじめ社会福

祉、保健衛生等に関する事業を総合的に行うとともに、国民的課題としての同和問題に対する理解を深める

ための活動を行い、もって同和行政の第-線機関として位置づけられるとともに、地域住民の生活の社会的、

.軽油拘、・scfLi'ij'-I'MMj l-.>:-r.fhlfii|".|:二iい|~ V・*一・:Jlt・--i下　トトr**・-い'・、ご.三..こ・-- ,一卜　　'. l　・:.・'

動することを目的とする。

所　在　地　熊本市本荘4丁目6番6号

設　置　主　体　熊本市

開設年月日　昭和51年5月1日

麺　　　造　鉄筋コンク.)-ト2階建(冷暖房設備付)

貴地面積　63白・32m2　建設総事業費115,209,505円　改築工事(機能回復謬慨皇

建物面積　758.42蝣nf　　　　　用地費　　29,008,505円　　相談室の新設)

1階　376.42 t㌔　　　　工事費　　80,550,000円　　　　工事費　25,085,000円

2　階

規　　　　模

利　用状　況

382m2謡5,651,000円=期讐58.122

ss59.3.芸串

1 階 2 階

区 分 床 面 横 定 員 区 分 床 面 額 定 員

教 養 娯 楽 室 5 3 .1 rf 3 0 ¥ 集 会 室 1 8 1.3 1㌔. 1 5 0 人

生 活 改 尊 重 4 4 .1 3 0 会 議 室 7 6 .9 5 0

相 談 室 1 5.2 学 習 室 2 0 .2 2 0

機 能 回 復 訓 練 室 6 9.0 保 触 衛 生 室 1 9 .3

事 務 室 2 1 .0 そ の 他 8 4 .3

そ の 他 1 7 4 .0 2

計 3 7 6 .4 2 計 3 8 2 .0

事 業 名 産 5 5 5 6 5 7 5 8

強 - 小 学 生 2 ,1 2 6 人 2 ,6 0 9 人 3 .7 7 6 人 2 ,9 2 4 人

勉 金 一 中 学 生
1 ,5 9 5 1 ,1 8 8 2 .5 5 4 1 .1 0 0

(A ) 畠,7 2 1 3 ,7 9 7 6 ,3 3 0 4′0 2 4

着 付 . 組 紐 講 座 2 4 4 3 1 8 2 3 2 1 4 9

生 花 〝 6 8 7 8 6 9 9 6 6 6 0 9

手 芸 〝 2 2 6 2 6 8 3 5 2 2 3 0

茶 道 〝 1 1 3 3 1 0 2 5 5 1 9 2

民 踊 〟 4 9 9 4 3 3 5 6 0 ・1 4 9

料 理 .〟 3 7 5 2 0 0

I/ ク .) エ I シ ヨ ン 〝 1 5 6

和 裁 〝 Q 2 5 9 2 2 4 1 0 8

民 謡 〝 2 0 2 2 3 1 1 7 7 1 4 1

ifc 1 9 5 1 2 7

書 道 . ペ ン 習 字 〝 2 7 1 4 2 7 7 5 1 6 5 5

a 1 8 3 3 2 5 2 7 7 2 0 3

園 .芸 〝 1 6 7 1 9 9 1 9 5 1 7 6

教 養 〟 1 2 7 b 2 1 8 9 9 6

計 田) 2 ,7 8 1 3 ,5 0 ー 4 ,9 0 4 3 .3 3 5

福 祉 . 職 業 . .経 営 相 談 2 2 7 1 4 5

保 健 衛 生 相 談 事 業 3 1 2 2 6 4 2 7 5 1 6 4

説 明 会 研 修 会 等 そ の 他 の 事 業 7 .9 5 9 6 ,9 7 9 7 ,7 2 8 5 .8 4 9

計 (O 8 ,2 9 3 7 ,2 5 0 8 ,0 1 7 6 ,0 1 8

累 計 仏 ) + 也 + (Q 1 4 ,7 9 5 1 4 ,5 4 8 1 9 ,2 5 1 1 3 ,3 7 7
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9　老人保険医療制度(昭和58年2月1日、国により実施)

対　象　者

受給資格者

実施状況

本市に居住する7 0才以上の者、及び6 5才玖上70才未満で障菩認定を受けた者

国民健康保険の被保険者または社会偶数の被保険者・被扶養者

件数　　　498,403件

経費　21,350,733千円
(昭和58年度)

10　医療費助成制度

(1)軍度心身障害児医療費助成(昭和48年4月1日、市により実施)

対　象　者

受給資格者

所得制限

案施状況

2 0才未満の障害児(身体障害程度が1級. 2級の者.知能指数3 5以下の精神薄弱児)

本市の住民基本台帳に記銀され.現に居住している障害児の養育者

な　し

件数　　4,291　件

経費14,119　千円
(昭和58・年度)

(2)乳児医療費助成　(昭和48年4月1日、市により実施)

対　象　者

受給資格者

所得制限

実施状況

乳　児

本市の住民基本台帳に記銀されている者で、現に居住している乳児の属する世帯の扶養義

務者で生計を維持する者

なし

件数　　79,065件(昭和58年度)
経費　143,913　千円

(3)重度心身障害者医療費助成(昭和53年1 0月1日実施)

対象　者　20才以上の障害者(身体障害程度が1級と2級、知能指数35以下の精神薄昇者)

受給資格者　本市の住民基本台帳に記録され、現に居住している障害者

所得制限　福祉手当の支給制限に準じる

実施状況　件数18,677件(昭和58年lE)
経費　172,560　千円
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11　失業対策事業

(1 )在籍者の動向

区

年 度

年 産 当 初 在 薪 者 数 年 度 末

在 希 者 数

離 籍 者 内 訳

罪 女 . 計 平 均 年 齢 就 職 自営 業 移 管 死 亡 そ の 他 計

5 4 3 5 3A 5 2 3人 8 7 6A 6 4 .4 才 8 4 5 人 0 人
J O

人
0

1 1 人 0 人
3 1

5 5 急畠4 5 1 1 8 4 5 6 5 .2 8 2 1 0 9 0 1 4 . 1 2 4

5 6 3 1 9 5 0 2 8 2 1 6 6 .0 6 1 5 0 3 0 8 1 9 5 2 0 6

5 7 2 4 0 3 7 岳 6 1 5 6 5 .3 5 9 9 0 i . 0 6 2 1 6

5 畠 2 3 0 3 6 9 5 9 9 6 6 .2 5 8 6 0 ケ 1 5 0 1 3

(2)厚　　　生

ア　就職等奨励金

失業対策事業就労者の一般常雇用-の就労又は自営開業を促進し.就労者の生活安定に寄与することを目

的として.昭和39年10月1日より実施している。

贈与金1人当たり市より270,00OR.県より130,000円、国より100,000PL計500,000円

就職等奨励金支給状況

区 分 年 度 5 4 5 5 5 6 5 7 5 8

栄

本

就 職 者
男 0 0 0 0 0

女 0 0 0 0 0

自営 開 業 者
罪 1 2 7 0 5 4

市 女 8 1 3 3 3

計 2 0 8 3 8 7

節

本

就 敬 老
男 0 0 0 0 0

女 0 0 0 0 0

自営 開 業 者
男 4 1 0 1 3

県 女 3 5 0 1 2

計 7 6 0 2 5

合 計 2 7 1 4 3 1 0 1 2

イ　共　済　会

失業対策事業に就労する労務者で組織する各組合員の互助共済及び福祉増進を図ることを目的として.昭

和3 8年1 0月1日厚生会が設立された。

補助金　1カ月1人当たり　300円
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12　国民健康保険(昭和34年7月1日事業開始)

(1 )世帯数及び被保険者数

区 分 年 度
5 4 5 5 5 6 5 7 5 8

総 世 帯 数 1 6 4 ,1 3 8 1 7 9 ,3 0 4 1 8 2 ,4 5 5 1 8 5 ,3 4 6 1 8 8 ,1 9 6

被 陳 険 者 世 帯 数 6 3 ,8 7 2 6 5 ,1 1 6 6 5 ,8 5 4 6 7 ,5 2 2 6 9 ,4 7 5

加 入 率 鰯 3 8 .9 1 3 6 .3 2 3 6 .0 9 3 6 .4 3 3 6 .9 2

総 人 口 5 1 6 2 9 8 5 2 5 ,6 7 9 5 3 2 ,0 2 3 5 3 8 ,0 2 5 5 4 4 ,3 3 4

被 陳 険 者 数 1 6 7 ,5 2 8 1 6 7 ,5 3 1 1 6 8 ,2 3 6 1 6 9 ,7 3 9 1 7 2 ,5 3 5

加 入 率 ¢勾 3 2 .4 5 3 1 .8 7 3 1 .6 2 3 1 .5 5 3 1 .7 0

(琵)　総世帯数及び総人口は各年度3月3 1日現在

(2)保険料賦課徴収状・,冗

区 分 年 産
5 4 5 5 5 6 5 7 5 8

現 調 定 額 (円 ) 5 β0 7 ,4 1 5 2 9 0 6 p 9 9 ,9 2 1 j0 9 0 6 2 8 3 5 8 2 ,7 7 0 6 j6 3 0 ,6 4 4 3 2 0 7 3 2 9 ,4 9 8 3 3 0

午

皮

収 入 済 額 ( 〟) 5 3 4 9 1 1 7 β1 0 5 ,6 3 9 ,1 1 7 β 5 1 5 β1 12 4 1 β4 0 6 ,1 2 1 β1 7 ,4 4 0 6 ,7 6 3 ,7 0 2 6 0 7

分 収 納 率 ( % ) 9 2 ユ1 9 2 4 5 9 2 3 4 9 2 3 2 9 2 2 8

過 調 定 額 (円 ) 4 8 2 9 8 2 9 0 8 7 5 8 2 4 2 ,7 8 8 8 9 7 ,7 9 0 2 7 7 9 1 1か 8 4 0 5 5 9 4 3 3 4 8 ,1 8 5

午

皮
収 入 済 額 ( 〟) 1 0 0 β 5 6 β1 0 1 4 0 ,0 1 2 1 1 0 1 7 0 1 2 4 3 1 2 2 0 3 0 9 6 1 1 0 2 3 1 ,9 2 5 2 5 3

分 収 納 率 ( % ) 2 0 .8 8 1 8 4 6 1 8 .9 5 2 2 2 9 2 4 5 9

計

調 定 患 (円 ) 6 2 9 0 3 9 8 ,1 9 8 6 β5 8 ,1 6 3 β7 8 7 ,1 8 1 ,4 7 3 0 4 7 7 5 4 1 ,7 2 8 3 7 5 8 2 7 2 β4 6 5 1 5

収 入 .済 額 ( 〟) 5 ,4 4 9 ^ 7 4 4 2 0 5 ,7 7 9 1 3 0 β6 1 5 β8 1 ,3 6 5 ,6 5 2 6 ,3 2 4 ,4 1 3 5 5 0 6 β9 5 ,6 2 7 β6 0

収 納 率 ( % ) 8 6 6 4 8 4 2 7 8 3 .1 8 8 3 8 6 8 2 0 4

賦 課 期 日 4 .月 1 日 4 月 1 日 4 月 1 日 4 月 1 日. .4 月 1 日

徴 収 回 数 1 2 1 2 1 2 1 2 1 2

県

険

被 他 者 1 人 当た りG ID 3 4 ,6 6 5 3 6 ,6 3 5 3 7 芦5 0 3 9 ,0 6 4 4 2 4 8 1

1 1皇 帝

当 た り

最 高 (円 ) 2 2 0 0 0 0 2 4 0 ,0 0 0 2 4 0 β0 0 . 2 4 0 0 0 0 2 7 0 β0 0

料 最 低 ( 〟) 1 4 8 4 0 9 ,9 6 0 9 β 6 0 9 β6 0 1 2 j6 6 0

顔 平 均 ( 〟) 9 0 ,9 2 3 9 5 ,0 2 5 9 5 ,4 1 8 9 8 2 0 0 1 0 5 ,4 9 8

陳 所 得 割 ( % ) 7 .5 0 7 5 0 7 .5 0 7 5 0 ・5 0

険

料
均 等 割 (円 ) 1 32 0 0 1 3 2 0 0 、 1 3 2 0 0 1 3 ,2 0 0 1 3 β0 0

率 平 等 割 ( 〟) l l ,7 0 0 l l ,7 0 0 l l,7 0 0 l l ,7 0 0 1 3 β0 0

賦 所 得 割 ( % ) 6 0 3 3 6 5 0 4 6 5 .7 8 6 6 3 2 6 6 0 4

課

割
均 等 劉 ( 〟) 2 9 .1 8 2 6 0 4 2 5 3 9 2 4 5 3 2 4 1 9

合 平 等 割 ( 〟) 9 .8 9 8 9 2 8 .8 3 8 6 5 9 .7 7
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(3)給付状況

区 分 年 度
5 4 5 5 5 6 5 7 5 8

給 付 世 帯 主 (刺 ) 7 7 7 7 7

割 合 家 族 ( 〟) 7 7 7 7 7

療 養 件 数 1,10 1 ,4 9 1 1 ,1 51 3 9 6 1 ,18 6 ,6 3 5 1 ,1 8 1 3 3 6 9 0 4 3 0 5

諸 費 費 用 (円) 1 9 6 9 9 5 0 5 ,1 8 9 2 1 ,7 8 6 5 0 4 3 6 9 2 4 ,0 7 7 1)3 2 5 3 7 2 4 β1 7β8 4 2 0 7 1 4 5 3 9 ,7 9 5 ,7 1 2

助産 費

ft n 1 ,8 3 1 1β6 6 1,7 9 1 1 ,7 3 6 1 ,7 3 9

費 用 (円) 1 1 9 ,9 6 0 ,0 0 0 1 4 9 ,1 8 0 ,0 0 0 1 5 1 ,0 5 5β5 0 1 7 3 2 8 0 0 0 0 1 7 3 3 0 0 ,0 0 0

10月より(8 0 ,0 0 0 ) ( 8 0 0 0 0 ) '3触 り(1 0 0 ,OC沿) ( 1 0 0 ,0 0 0 ) 1 ( 1 0 0β00 )

葬 祭 費

件 数 1,3 3 3 13 8 8 1 ,4 4 7 1 3 9 4 1 ,4 6 2

費 用 (円) 1 3 3 3 0β0 0 2 0 2 7 5 ,0 0 0 2 1 ,6 2 叩 0 0 2 7 ユ4 0β0 0 2 9 ,1 9 5 (30 0

( 1 0 0 0 0 ) ( 1 5 )0 0 0 ) ( 1 5 ,0 0 0 ) ( 2 0 O O O ) ( 2 0β0 0 )

給 付 費 件 数 1,1 0 4 ,6 5 5 1 ,1 5 4β5 0 1 ,1 8 9β7 3 1 ,1 8 4 ,4 6 6 9 0 7 ,5 0 6

合 .討 費 用 (円) 1 9β3 2 ,7 9 5ユ8 9 2 1 ,9 5 5 9 5 9 8 6 9 2 4 2 4 9 ,7 0 8 ,4 8 7 2 4β1 8 ,10 4 2 0 7 1 4 ,7 4 2 3 9 0 ,7 1 2

は り 件 数 69β8 4 9 7 D 6 9 9 8 2 4 4 1 0 4 3 9 1 1 1 0 ,4 3 4

きゆ う

あん ま
費 用 (円) 7 8 ,9 8 7 ,7 2 0 8 1 ,5 3 7β∝) 8 7 3 2 2 3 9 0 9 9 ,1 7 1 ,4 5 0 1 0 4 3 1 2 3 0 0

施 術 (8 4 0 ) ( 8 4 0 ) 1 0月より( 9 5 0 ) ( 9 5 0 ) ( 9 5 0 )

(注) ( )内は1件当たり給付額、昭50.10.1あんま施術　実施

(4)診療費・諸事

区 分 年 度 5 4 5 5 5 6 5 7 5 8

受 診 率 (% ) 6 3 3 .5 8 6 5 5 ユ 8 6 6 5 ー6 2 6 5 6 .1 4 5 6 6 .8 0

1 件 当 た り 日 数 4 .3 4 .3 4 .4 4 .3 3 .5

1 件 当 た り 費 ∵用 額 ( 円 ) 1 8 ,3 8 2 1 9 ,6 3 4 2 1,1 3 4 2 1 ,7 1 2 1 6 ,6 8 4

1 ^ 当 た り 費 用 額 ( 〟) 1 1 6 ,4 5 4 1 2 8 ,6 0 4 1 4 0 ,6 7 5 1 4 2 ,4 5 9 9 4 ,5 6 5

1 人 当 た り 受 診 日 数 2 7 2 8 2 9 2 8 1 7

1 日 当 た り 費 用 額 ( 円 ) 4 ,2 5 2 4 ,5 3 5 4 ,8 5 9 5 ,1 0 6 4 ,7 4 1

1 世 帯 当 た り 費 用 額 ( 〟 ) 3 0 8 ,4 2 2 3 3 3 ,5 7 5 3 5 9 ,3 8 5 3 5 8 .1 1 9 2 0 5 ,5 6 6

出 生 率 ( % o) l l .0 l l .2 1 0 .6 1 0 .2 1 0 .1

死 亡 率 (% ) 8 .0 8 .4 8 .6 8 2 8 .5

(5)的付組織(昭59.3.31現在)

名　　称　　国民健康保険金

組級数　　624

加入状況　　96.1 %

事務費　(保険会長の事務費)

o当該月に摩る保険料を当該月の1日から翌月の4日までに完納したとき、保険料領収書1枚
につき110円

o当該月に係る保険料を亜月の5日から翌月の1 0日までに完納したとき、嶺収書1枚につき50円
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13　国　民　年　金(昭和34年8月22日事業開始)

(1 )拠出年金被保険者状況

区 分 年 産 5 4 5 5 5 6 5 7 5 8

被 強 制 加 入 者 7 7 ,5 2 2 7 7 ,1 0 7 7 6 ,1 8 3 7 4 ,4 4 3 7 4 ,1 6 0

陳

険
任 意 加 入 者 3 6 ,2 3 3 3 6 ,4 9 9 3 6 ,2 9 4 3 5 ,2 3 1 3 3 ,7 7 5

者 計 1 1 3 ,7 5 5 1 1 3 ,6 0 6 1 1 2 ,4 7 7 1 0 9 ,6 7 4 1 0 7 ,9 3 5

箆 免 法 定 免 除 者 3 ,5 4 1 3 ,7 0 5 3 ,7 3 3 3 ,9 5 1 4 ,1 7 0

険 除 申 請 免 除 者 2 9 0 2 3 ,6 3 5 4 ,1 7 1 6 ,3 1 3 8 ,9 7 2

料 者 計 6 ,4 4 3 7 ,3 4 0 7,9 0 4 1 0 ,2 6 4 1 3 ,1 4 2

免 除 率 e4) 8 .3 9 .5 1 0 .3 1 3 .9 1 7 .7

(2)拠出制年金受給者及び支給年金額

区 分 年 産 5 6 5 7 き8

**& * 年 金 額 受給 者 年 金 額 受給 者 年 金 額

老 齢 年 金 1 9 ,1 3 8 5 5 7 4 ,0 3 8 ,5 0 0 円 2 0ユ8 8 6 1 9 5 ,1 8 9 ,7 0 0 円 2 6β8 0 こ72 3 4β4 6 ,4 0 0 円

通 算 老 齢 年 金 3 ,1 6 6 3 3 5ユ 1 1,6 0 0 4 0 7 5 4 7 9 ,0 4 1 ,6 0 0 5 0 9 5 6 3 0 2 0 8 ,8 0 0

障 害 年 金 6 6 0 4 0 2 ,ユ5 4 0 0 0 7 5 0 4 7 5 2 8 4 ,6 0 0 7 8 8 4 9 6 8 1 1 ,7 0 0

母 子 .準 母 子年 金 4 5 3 3 0 1 -5 4 1,1 0 0 4 4 6 3 0 4 0 4 8 ,8 0 0 4 2 8 2 9 1 ,0 0 2 4 0 0

遺 児 年 金 2 0 9β 7 2 2 0 0 1 9 8 ,6 8 2 0 0 0 2 0 9 ,4 9 6 2 0 0

寡 婦 年 金 1 5 1 2 3 3 3 0 ,7 0 0 1 5 4 2 6 ,4 7 1,4 0 0 1 6 1 2 7β1 6 9 0 0

計 2 3 5 8 8 6 ,6 4 5万4 8 1 0 0 2 5 ,6 3 2 7 ,4 8 8 ,7 1 8 ,1 0 0 3 2 ,8 7 2 8 ,6 9 0 ,3 8 2 ,4 0 0

(3)検認実施状;冗

区 分 年 度
5 4 . 5 5 5 6 5 7 5 8

検 認 対 象 月 数 1 ,0 9 8 ,3 9 3 1 ,0 9 2 ,4 6 4 1,0 7 4 ,4 4 8 1 ,0 2 6 ,0 1 0 9 6 9 ,7 2 8

検 認 実 施 月 数 1 ,0 4 2 ,6 0 4 1 ,0 3 0 ,0 0 3 9 9 5 ,7 9 6 9 5 4 ,7 4 4 8 8 9 ,7 9 3

前 納 月 数 2 6 9 2 6 4 2 9 5 2 8 6 2 4 5

検 認 率 (% ) 9 4 .9 9 4 .3 9 2 .7 9 3 .1 9 1 .5

(4)納　付　組　合(昭59.3.31現在)

納付組合設置数　　4 78組合

組　合　員　数　　35,905人

組　　統　　率　　82.9%

手　数　料　取扱い1カ月につき50円(昭和59年度)
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(5)福祉年金受給該当者状況

区 分 年 度 5 4 5 5 5 6 5 7 5 8

老 齢 1 5 0 9 8 8 4 .9 ' 1 4 0 3 7 8 3 3 - 1 3 2 0 5 8 2㌦ 1 2 J 8 1 8 0 8 % 1 1 2 5 0 7 8 .5、%

障 害 2β7 8 1 5 .1 2 *サ0 5 1 6 .7 2 8 9 6 1 8 .0 3 0 4 0 r 2 0 0 3 0 8 3 2 1 5

呼 子 3 0 2 . 0 2 0 2 0 0 0

準 母 子 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

計 1 7 ,7 7 9 1 0 0 1 6 ,8 4 4 1 0 0 1 6 J 0 3 1 0 0 1 5 2 2 3 1 0 0 1 4 3 3 3 1 0 0

(6)福祉年金受給状況

年 度

区 分

5 6 5 7 5 8

全 額 支 給 - m
支 給

計 全額 支 給 far- B P
計 全 額 支 給

逮
計

老

m

件 数 10 3 8 0 2 5 2 1 1 2 3 2 1 0 J0 53 8 4 5 1 0β9 8 9 0 6 6 8 8 2 9 5 4 8

金 額 & B) 3 ,16 2 2 4 0 , 6 7 ,6 7 9 3声2 9 ,9 1 9 3 0 2 7 9 6 4 9 8 β8 7 3 2 2 6 J9 5 1 2 7 革0 6 7 9 2 0 0 ,7 3 9 2 9 3 1 ,4 1 8

障

皇
ロ

件 数 27 5 2 1 8 2 7 70 2 J39 4 1 7 2 9 1 1 2 ,9 3 3 t1 b 2 5 5 2

金 額 (f R) 1,0 9 4 9 2 2 3 ,4 3 1 1 ,0 9 8 3 53 1 ,1 9 4万4 9 2 ,7 2 2 1 ,1 9 7β7 1 1 2 0 9 ,40 7 3 .1 5 6 1 2 1 2 5 6 3

母

千

件 数 2 0 2 2 0 2 0 0 0 :

金 額 tf R) 8 0 9 0 8 0 9 8 4 5 0 8 4 5 0 0 0

計

件 数 13 .7 3 4 2 7 0 1 4 β0 4 1 2 9 4 9 8 6 2 1 3β1 1 1 1β9 9 9 0 1 1 2 9 0 0

金 額 CFB) 4 2 5 7 ,9 7 1 1 ,1 1 0 4 4 2 9 0 8 1 4 2 2 3 ,4 5 8 2 0 i ;価 4 ,4 2 5ユ6 7 1 3 ,9 4 0 0 8 6 2 0 3 β9 5 4 J 4 3 3 8 1
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14　戸　籍　・　住　民

(1)各種人口登録数

塁

(各年度3月31日現在)

年 度

区 分

5 7 5 8

本 庁 支 所 計 . 本 庁 支 所 計

住

氏

登

蘇

.人

口

男 . 1 7 1 ,8 5 1 7 9 ,4 6 0- 2 5 1 ,3 1 1 1 7 2 ,6 9 3 8 1 ,5 3 2 2 5 4 ,2 2 5

女 1 8 4 ,4 6 4 8 4 ,7 1 8 2 6 9 ,1 8 2 1 8 5 ,4 6 1 8 7 ,0 6 2 2 7 2 ,5 2 3

計 3 5 6 ,3 1 5 1 6 4′1 7 8 5 2 0 ,4 9 3 3 5 8 ,1 5 4 1 6 8 .5 9 4 5 2 6 ,7 4 8

.粒 有 数 1 3 2 ,2 0 1 5 0 2 7 1 1 8 2 ,4 7 2 1 3 4 ,1 1 3 5 1,8 8 1 1 8 5 ,9 9 4

外 国 人 登 偉 人 口 1 ,2 1 6
-

1 ,2 1 6 1,3 2 3 - 1 ,3 2 3

戸

m

# * 5 ォ 1 2 1 ,9 1 4 3 9 ,1 2 4 1 6 1,0 3 8 1 2 3 ,5 2 9 4 0 ,1 1 1 1 6 3 ,6 4 0

本籍人 口数 3 4 0 .5 8 1 1 1 5 ,1 8 3 4 5 5 ,7 6 4 3 4 3 ,1 9 3 1 1 7,5 2 9 4 6 0 ,7 2 2

(2)各種事務受理件数

年 度

区 分

5 7 5 8

本 庁 支 所 計 本 庁 支 所 計

戸

m

Eu 生 5,9 9 9 1 ,8 4 1 7 ,8 4 0 6 ,0 9 6 1 ,9 2 1 8 ,0 1 7

死 亡 2,5 9 3 4 0 8 3 ,0 0 1 2 ,6 5 9 4 2 9 3 ,0 8 8

婚 梱 3,1 4 4 7 4 4 3 ,8 8 8 3 ,0 0 9 7 2 0 3 ,7 2 9

離 婚 8 7 0 1 5 2 1 ,0 2 2 9 7 0 1 3 4 1 ,1 0 4

. 転 籍 1,2 1 7 3 9 1 1 ,6 0 8 1 ,1 2 9 4 4 1 1 ,5 7 0

認 知 5 9 6 6 5 4 7 1 0 5 7

養 子 縁 組 2 6 0 4 4 3 0 4 o 9 o 7 1 2 9 3

養 子 離 縁 6 7 1 6 8 3 8 4 1 9 1 0 3

A 6 8 6 1 1 7 8 0 3 7 8 6 1 4 9 9 3 5

分 籍 6 4 8 7 2 5 8 8 6 6

そ の 他 1,0 7 4 2 2 2 1 ,2 9 6 1 ,2 5 1 4 1 5 1 ,6 6 6

計 1 6 ,0 3 3 3 ,9 4 .9 1 9 ,9 8 2 1 6 ,3 1 1 4 β 1 7 2 0 ,6 2 8

住

氏

登

ォ

転 入 1 8 ,8 1 0 4 ,7 7 2 2 3 ,5 8 2 1 8 ,4 8 9 4 ,7 4 5 2 3 ,2 3 4

転 ffi 1 6 ,3 7 3 4 ,9 7 7 2 1,3 5 0 1 6 ,0 4 4 5 ,2 3 4 2 1 ,2 7 8

転 居 1 6 ,5 2 7 3 ,9 6 0 2 0 ,4 8 7 1 6 ,2 8 6 4 ,2 4 2 2 0 ,5 2 8

そ の 他 2 3 ,9 3 5 4 β 1 0 2 8 ,7 4 5 2 5 ,1 9 4 5 ,3 9 2 3 0 ,5 8 6

計 7 5 ,6 4 5 1 8 ,5 1 9 9 4 ,1 6 4 7 6 ,0 1 3 1 9 ,6 1 3 9 5 ,6 2 6

印 新 規 2 2 ,8 0 0 9 ,6 8 1 3 2 ,4 8 1 2 2 ,7 0 5 9 ,6 5 0 3 2 ,3 5 5

鑑 廃 止 3 .2 8 9 2 ,0 3 9 5 ,3 2 8 3 ,0 8 4 1 ,8 3 1 4 ,9 1 5

登

サ

亡 失 2 ,1 5 8 8 2 4 2 ,9 8 2 2 ,5 3 9 1 ,0 4 5 3 ,5 8 4

計 2 8 ,2 4 7 1 2 ,5 4 4 4 0 ,7 9 1 2 8 ,3 2 8 1 2 ,5 2 6 4 0 ,8 5 4

外 登 新 規 2 2 5 - 2 2 5 3 2 5 -
云2 5

国

A sS

そ の他 申請 1,4 6 4 - 1 ,4 6 4 1 ,2 1 8 - 1 ,2 1 8

計 1,6 8 9 - 1,6 8 9 1 ,5 4 3 - 1 ,5 4 3
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(3)各種証明取扱件数

区 分

年 度

本 庁 支 所 計

有 料 無 料 計 有 料 無 料 計 有 料 無 料 計

5 7

戸 桑 関 係 92 ,19 7 7声3 3 1 0 0 8 3 0 2 7 ,5 7 8 2 0 9 1 2 9声6 9 1 1 9 ,7 7 5 9 5 2 4 1 2 9 ,6 9 9

住 民 票 関 係 2 4 1 ,1 9 7 4 1,5 3 0 2 8 2 ,7 2 7 9 6 0 8 9 1 3 5 8 9 1 0 9β7 8 3 3 7 2 8 6 5 5 ,1 1 9 3 9 2 4 0 5

印 鑑 証 明 2 6 0 2 3 4 5 2 8 2 6 0 ,7 6 2 1 2 5 ,68 3 1 4 4 12 5β2 7 3 8 5 β1 7 6 7 2 3 8 6 5 8 9

計 5 9 3 ,6 2 8 4 9 ,8 9 1 6 4 3 5 1 9 2 4 9 3 5 0 1 5β2 4 2 6 5 ,1 7 4 8 4 2 3 7 8 6 5 ,7 1 5 9 0 8 ,6 9 3

5 8

戸 兼 .関 係 98 5 8 1 8 β6 1 1 0 6 9 42 2 8 ,8 3 1 3 ,3 9 9 3 2 2 3 0 1 2 7 ,4 1 2 l l,7 6 0 1 3 9 ,1 72

住 民 票 関 係 2 5 9 5 6 6 4 7 4 5 8 3 0 7 0 2 4 8 6 ,7 14 1 5 5 5 6 1 0 2 2 7 0 3 4 6 2 8 0 6 3 0 1 4 4 0 9 2 9 4

印 鑑 証 明 2 6 9 0 7 9 3 0 8 2 6 9 3 8 7 1 2 9 2 4 0 2 1 8 1 2 9 4 5 8 3 9 8 3 1 9 5 2 6 3 9 8 β4 5

計 6 2 7 ,2 2 6 5 6 1 2 7 6 8 3 3 5 3 2 4 4 ,7 8 5 1 9 ,1 7 3 2 6 3 ,9 5 8 8 7 2 J0 1 1 7 5 3 0 0 9 4 7 3 1 1

15　住　民　組　織

(1 )町内自治会の結成状況

午 自 治 会 (却 組 数 文 書 配 布 世 帯 数 田)
文 書 配 布 世 帯 数 平 均 豊

5 5 5 2 6 1 4 ,3 1 7 1 5 9 ,7 5 9 3 0 3

5 6 5 3 0 1 4 ,9 0 3 1 6 3 ,6 0 4 3 0 8

5 7 5 3 7 1 4 ,9 9 2 1 6 6 ,7 5 2 3 1 0

5 8 5 4 4 1 5 ,4 9 5 1 6 9 ,2 2 2 3 1 1

5 9 5 4 9 1 5 ,8 7 7 1 7 1 ,9 9 9 3 1 3

(2)委託事務内容

広報紙(市政だよD等)、回覧文書、 「殴文書(印刷文書)の配布事務

(3)文書配布委託料　　　一世帯　月　40円

(4)補　助　金

町内自治振興補助金として、町内自治の振興を国力、健全な自治会運営に資するため、次の基準により

交付する

町 内 自 治 振 興 補 助 金 交 付 基 準 & m

2 0 0 1位帯 以 下 の町 内 年 5 5 ,0 0 0 円

2 0 1 世 帯以 上 4 0 0 世 帯 以 下 の町 内 6 0 ,0 0 0

4 0 1 世 帯以 上 8 0 0 世 帯 以 下 の町 内 6 5 ,0 0 0

甲 0 1 世 帯以 上 の町 内 7 0 ,0 0 0

町内防犯燈補助金として、防犯燈を管理する町内自治会等の地域団体に対して、補助金を交付する

防犯燈数　15,687　燈(昭59一.3.3 1現在)

補助基準　1燈につき年数2,0 0 0円
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16　住居表示整備事業実施状況(計禰41.6OKd　実施面積36.96KiD　　　昭5 9.3.3 1現在)

鍾.刺

区 分
整 備 区 域 面 積 対 象 件 数 実 施 期 日

1 次

束 子飼 町 西 子 飼 町 井 川 淵 町 北 千反

畑 町 . 南千 反 畑 町 南坪 井 町 草葉 町

nf 件 昭

4 0 . 4 . 1
l上林 町 城 東 町 上 通町 水道 町 手 職

本 町 安政 町 中央 衝 花 畑 町 下 通 一

丁 目 下 通 二 T E 新市 街 桜 町 辛 島

町 紺屋 今町

1,2 8 1 ,0 6 0 6 ,5 7 6

2 次

妙 体寺 町 坪 井 I T 目～ 坪井 三 丁 目 本

丸 千葉 城町 二 の 丸 宮 内 古城 町

古京町 新 町 一丁 目～新 町 凶丁 目

新 屋敦 ll丁 目～ 新 屋 敦 三 丁 目

大 江 - T 目～ 大江 六 丁 目

1,6 0 7 ,7 6 0 4 .6 9 5 4 0 .l l. 1

3 次 1 .6 2 1 ,2 9 0 4 ,7 4 5 4 1 . 7 . 1

4 次

新 大江 ⊥丁 目 新 大 江 二 丁 目 大 江 二 丁

目 ( 追 加 ) 大江 本 町 白 山 一丁 目～ 白

山三 丁 目 岡 田町 菅 原 町 九 品寺 ll丁

目～ 九品 寺 六 丁 目 本 荘 二 丁 目～ 本 荘 四

丁 呂 南 熊本 一 丁 目～ 南 熊本 三 丁 目

1,9 7 3 ,8 0 0 8 ,8 3 8 4 2 . 7 . 1

5 次

本 荘 五 T 目 本荘 六丁 目 南 熊 本 四 T 目

南 熊本 五 丁 目 二 本 木 二 丁 目～ 二 本 木五

丁 呂 春 日 -T S 春 日二 丁目 田崎本町
1.2 1 4 ,0 0 0 6 ,8 1 0 4 3 .l l . 1

6 次

迎 町 一丁 目 迎町 二 丁 E] 弥 生 町 琴 平

- T 月 琴 平二 T E l 琴 平 本 町 直 熊本
五 丁 目 ( 追 加 ) 内坪 井 町 壷 川 一 丁 [∃

壷 川 二 T 目 京 町一 丁 E 京 町 二 丁 目

京町 本丁 上 熊本 一丁 目 上 靡 本 二 丁 目

段山 本町 春 日三丁 目～ 春 日五 丁 目

2,3 3 3 ,0 0 0 8 ,1 4 7 4 4 . 8 . 1

7 次

水前 寺 一丁 El～ 水前 寺 六 丁 目 水 前 寺公

園 神 水一 丁 目 上 京壕 町 京 塚 本 町

九品 専一 丁 目 ( 追加 ) 本 荘 ⊥T 目

2 ,5 2 4 ,0 0 0 8 ,9 8 0 4 5 .1 0 . 1

8 ft

坪井 四丁 目～ 坪 井 六 丁 目 薬 園 町 子 飼

本 町 室 園町 黒 髪 丁丁 目～ 黒髪 八 丁 目

上 水前 寺 ll丁 目 l上水前 寺 二 丁 目

2.8 4 3 .0 0 0

C 1.6 4 8 ,0 0 0 J

1 0 ,6 2 6

( 6 0 6 )
4 7 . 4 . 1

(X

(前 期 )

国府 l二r 目～ 国府 四 T 目 匡府 本 町 出

水 ー丁 目～ 出 水 八丁 El む二津 一丁 目 江

津 ニ 丁 目 八 王寺 町 萩 原 町

2 ,3 5 9,0 0 0

( 2 ,2 2 1 ,0 0 0 )

7 ,6 5 7

( 1 ,1 0 5 )
4 7 .1 2 . 1

A

神 水本 町 湖 東 一丁 目～ 湖東 三 丁 目 新

生 一丁 目 新 生 二丁 目 水 源 l」丁 目 水 2,6 6 6 ,0 0 0 8 ,8 8 8
4 8 . 8 . 1

(後 期 ) 源 二丁 目 巣町 南 町 広 木町 若葉 -

丁 巨ト 若 葉 六 丁 目

( 1 1 0 ,0 0 0 ) ( 0 )

1 0 次

津 浦町 出 町 稗 田町 池 田 - 丁 目～ 池

田四 丁 目 池亀 町 花 園 .lT Ej～ 花 園七 7,5 2 8 ,0 0 0 1 4 -8 7 2
4 9 .1 0 . 1

丁 目 上 熊 本 三 丁 目 島 崎 ⊥丁 目～ 島崎

七 丁 目 戸坂 町

C 6 ,0 6 3 ,0 0 0 ) ( 9 3 )

1 1 次

新 大 江三 T 目 神 水二 丁 E] 尾 ノl上 N T

目 尾 ノ上 二 丁 目 錦 ケ丘 健 軍 一 丁 目

健 軍二 丁 目 健軍 四 丁 目 健 軍 五 丁 目

清 水 本町 清 水 東町 清 水 亀 井 町 八景

水谷 一丁 目 八 景水 谷 二 丁 目

3,8 7 0 ,0 0 0 1 0 ,6 6 8 5 0ー1 0 . 1

1 2 次
帯 山.一l丁 目～ 帯 山 五 丁 目

保 田搾 ll丁 目 保 田窪 こ 丁 目
1,2 1 0 ,0 0 0 4 ,7 0 3 5 1 .1 0 . 1

1 3 次
渡鹿 ー 丁 目～ 渡 鹿 七丁 目

大 江 一 丁 目 (追 加 )
9 7 0 ,0 0 0 4 ,1 8 8 5 2 .1 0 . 1

1 4 次

田崎 lー丁 目～ 田崎三 丁 目 八 島 一丁 目

八 島二 丁 目 健 軍 本町 健 軍 三 丁 目

本荘 五丁 目 (追 加 )

1 ,1 5 0 ,0 0 0 2 ,9 2 8 5 3 .1 0 . 1

1 5 次 横 手 - T 目～ 横 手五 丁 目 9 0 0 ,0 0 0 2 ,5 0 5 5 4 .1 0 . i

1 6 ,'X 大江 二丁 目 ( 追 加 ) 8 0 ,0 0 0 6 5 3 5 5 .1 0 . ⊥

1 7 次 帯 山 四丁 目 (追加 ) 帯 山 五 丁 目 (追加 )

苛 山 五 丁 目 (追 加)

1 7 5.0 0 0 7 1 9 5 6 .1 0 . 1

1 8 次 6 7 ,0 0 0 2 9 1 5 7 .1 0 . 1

1 9 次
出水 四 丁 目 出 水八 丁 目 5 8 8 ,0 0 0 1 ,4 5 8

5 8 .1 0 . 1
江 津 二丁 目 (追 加 ) 八 景 水谷 三 丁 目 ( 3 9 ,0 0 0 ) ( 0 )

(注) ( )は町界町名変更のみ　　-113-



17　交通安全対策

(1 )交通安全対策事業

ア　交通安全教育の普及徹底

安全教育

学校、町内会、各種団体において、講演会、映写会、座談会、実技指導を年間を通して実施している。

交通指導員制度

昭和44年10月1日に発足し、現在委嘱されている交通指導員数は297人で、 1日、 10日、 20

日の交通安全の日及び春秋の交通安全運動期間中、朝の通学通園時に街頭指導を行うとともに地域におけ

る中核的指導者として交通安全に関する諸活動の指導にあたる.

待　遇

o謝礼金として年間1 5,0 0 0円を支払う

o装備品の貸与・-夏冬搬上下・旗・笛・胸章・腕章・手袋・市葦ワッペ~ン・雨衣・帯革・-ルメット・

帽子・督笛つり・ネクタイ

o公務災害の補償を適用する

交通安全運動の推進

春秋の全国交通安全運動にとどまらず、年間を通じて季節的事故防止運動を推進している。

o広報車による呼びかけ、市政だより・パンフレットの配布、ポスター・懸垂幕・写真・標語の掲示等

による広報活動

o現地検討会、巡回パトロール、推進大会等交通安全に関する一連の催物

o安全教育の集中的実施

幼児交通安全クラブの結成

幼児と母親に対し、交通安全教育を図り、交通安全思想を普及し、将来の立派な交通社会人の育成を図

る。

結　成　数

8クラブ

主な活動

o母と子の交通安全撃童の開催

o母親の交通安全研修会の開催

o地域における交通安全活動への参加及び協力

交通安全母の会

母親に一家の交通事故防止の主役的役割をはたしてもらうため、次の活動を行っている。

主な活動

o母親が交通ルールやマナーを身につけるための交通安査学習会を開催

o家族の交通安全について、母親が1)-ダーシ・t'プをとり、時にふれ注意を促す

o地域の交通安全活動について率先し、参加協力する
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イ　道路環境の整備促進

市民の交通安全施設設置要望の総合窓口となり、要望の早期実現のため、関係機関に積極的に働きかけ

市民と関係機努のパイプ役を果たすとともに、現在はスクールゾーン内の交通安全施設の整備に特に力を

入れ、関係機関と一体となって取り組んでいる。

ウ　救済活動

交通事故による被災者を救済するため、交通災寄共済事業及び交通事故相談所を開設。

エ　交通遺児援助基金の設立

昭和4 8年度から交通遺児で、 'J、学校、中学校に入学するもの、又は中学校第3学年在学者に就学援助

金を支給するため、総額3,3 8 1万円の基金を積立てている。

オ　救済事業の拡充強化

交通事故相談　昭和4 2年7月開設、相談事項に応じた解決法を教示していたが、 4 7年4月新たに

事故相談所を開設し、専門相談員2名による毎日の相談業務のはかに毎週木曜日には

弁護士を招き法律_上の特別相談を行っている。

交通事故相談件数

年 件 数

内 訳 利 用 者

被 害 者 加 害 者 市 内 県 内 県 外

5 4 9 6 2 7 3 0 2 3 2 9 1 4 4 8
0

5 5 9 0 3 6 8 0 2 2 3 8 7 0 3 3 0

5 6 1 ,0 2 9 7 7 5 2 5 4 9 8 6 4 3 刀

5 7 1 ,1 8 1 9 1 0 2 7 1 1 ,1 2 1 6 0 0

5 8 1 ,0 8 6 8 3 0 豆5 6 1 ,0 2 5 6 1 0

相談内容件数　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　(昭和58毎度)

相 85 鰭 過 示 華 倭 自 労
<ォ

訴 身 壁 福 各 電 そ

の

他

読

内

償 償
失

程

IS 読
後

m
賠 災

社
訟 体

計 礼 檀
援

請

貴
顔

の
の

の
変 不 煤

険
請

会
煤

調
停

の

障
隻
.こー
め

め
施

設
護
拷

に
よ
る

'」

任

者

算
定 皮

仕

方
更
m
潤

履

行
求
等

険
倭
用

刺
用 .

更
坐

m

拷

刺

用

置
刺
用

応
接

柄
読
件
JK

1 7 9 5 4 3 1 4 1 2 2 1 7 9 3 3 3 4 0 1 0 1 5 29 9
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(2)交通安全施設等設置状況

毎 度

工 種

5 4 5 5 5 6 5 7 5 8

延長 又

は カ所
事 業 費

延 長 又

は カ所
事 業 費

延 長 又

qj =カ所
# * ォ

延 長 又

は カ所
事 業費

▼延 長 又

は カ所
事 業 費

歩 道 82 88 m
千円

154ユ9 7 13 93m ,
千円

390 5 3 52 5 7m
千円

115J 9 5 3fi l 4r

40 41m

915 2 8 円

4 83 50

1.4 72.8 m
千円

659 67

道 路 雁 明 lo基 1,48 0 14基 2,4 45 13 * 21 7 8 27 基 1 5」.15

防 議 柿 53 1 19 m , 44 2 16 453 9 m 43.6 88 35 3 5 n 3 93 1 9 469 48 m 5 3,82 3

交 差 点 改 良

視 巨 改 良

区 画 線

/4 カ 所

1913 3 n

12 53 2

7,7 8 4

u カ所

127 5 2m

58 84

7,83 2

4カ所

27,07 6 m

21 3 6

m 9

7カ所

175 2 0m

9,15 9

7,84 3

5カ所

1カ所

180 2 3 m

1 13 4 0

45 53

榊 0

道 路 反 射 鏡 225基 6,63 3

6]040

293基 6,75 2 32 6基 63 0 8 89華

70 6m

5β61

241 5 3

2 813 6

105基

M 6 m

63 9 8

3 3,44 7

3 25 1 8

視 凄 誘 導 標 27 1* 38 0 6 70 * 79 0

自 転 車 道

自転車歩行 者道

コミユティ 道 路

そ の 他

90 6 m

256 4m

2 23 24

81.4 80

3β32

898 m 3 13 40

16β5 5

計
- 2 328 8 2 - 2,136 70 I 22 3β10 - 21 51 30 ' - 2 191 0 1

(3)交通災害共済事業

施行毎月日　　昭和4 3年4月1日

方　　　式　　市　直　営

共済期間　　加入日の翌日から翌在3月31日まで(年度区分)

ア　加入状況

~ ~ ・ r
加 入 者 (人 ) 会 費 収 入 (円 )

5 4 1 5 4 ,1 2 9 7 1 ,1 8 3 ,0 6 0

5 5 1 5 5 ,9 6 3 7 2 .0 7 1 ,6 2 0

5 6 1 5 9 ,2 8 2 7 3 ,7 6 4 ,5 0 0

5 7 1 7 8 ,0 6 7 8 8 ,6 9 2 ,5 8 0

5 8 1 6 7 ,0 7 4 8 3 ,4 5 5 ,4 8 0

(荏)各年度加入者には会費免除者(生存)を含む

イ　会　　　費

共 済 期 限 共 済 会 費

4 月1 日から翌年 3 月 3 1 日まで 5 0 0 円

7 月1 日から翌年 3 月 3 1 日まで 4 2 0 円

1 0 月 1 日から翌年 3 月3 1 日まで 3 4 0 円

1 月 1 日から .3 月3 1 日まで 2 6 0 円

(注)生活像護を受けている者の加入は会費免除(共済見舞金は市負担)
小学1年生の会費は市負担(昭和5 2年4月より実施)
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ウ　共済見舞金

死亡見舞金　1,2 0 0千円

傷害見舞金　　基礎額1 0,0 0 0円と治療実日数1日につき7 0 0円を加算する

(1 26,000円を限度とする)

弔慰見舞金　会員以外の者(市内居住)が交通事故により死亡したときは、 5,0 00円(市負麹)を支

払う

給付状況　　　　　　　　　　(昭和58年度)

区 分 件 数 給 付 金 額

死 亡
1 5 件 1 8,0 0 0,0 00 円

傷 害 1,5 13 7 5,32 0β0 0

合 計 1,52 8 9 3,3 2 0,0 0 0

(4)市内交通事故の推移

区 分

餐

人 身 事 故 死 者 負 傷 者

実 数 指 数 実 数 指 数 実 数 m サ

5 4
2 8 8 8 -華

1 0 0
1 7 人

1 0 0
3 4 6 0 人

1 0 0

5 5 、 2 ,6 9 8 9 3 2 2 1 2 9 3 2 5 2 9 4

5 6 2 9 5 3 1 0 2 2 2 1 2 9 3 4 9 5 1 0 1

5 7 3 β3 2 1 3 3 2 5 1 4 7 4 ,4 2 9 1 2 8

5 8 4 芦0 7 1 4 9 2 6 1 5 3 5β3 0 1 4 5
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18　市　営　駐　車場

名 称 熊 本 市 役 所 駐 車 場 市 営 花 畑 駐 車 場

所 在 地 熊 本 市 下 通 1 丁 目 1 番 8 号 音旨本 市 花 畑 町 4 番 1 8 号

開 設 年 月 昭 和 5 5 年 4 月 昭 細 4 7 毎 1 月

総 面 積 8 .0 5 4 nf 2 .5 6 8 TrF

収 容 台 数

3 53 台 { … ≡ … …台 三 ≡ 6 25 76 2 台
82 弔 : : : 台

駐 車 料 金

区 分 駐 車 lh 金 車 両 区 分

料 金 区 分

P普通 自動車 、

小型 自動事 、
及 び軽 自動 車

1

月BSBから金S Bま

で (休日を除く)

午前8時3 0分から

午後5時3 0分まで 頚月wv%喜める
*m ^串iCU
がある場合

円

普 通 料 金

基 本 料 金 1 時 間以 内 3 0 0 円

土EFE日(体E]を除く)
・*arsu 3 i>すかへ

叫 0ォ>J 0サ3 V 超 過 料 金
1 時 間 を超 え

る場 合 は 3 0
舟 ます t.とに

s o n

2

月BE日から金m eま
で (休日を除く)

午後5時3 0分から
午後10時まで

規則で定める
用洩先確認印
がない場合

開放内は3o on. ただし、 特 別 料 金 I 0 0

アH BC休E]を除く)
午雀0時3 0分から
叫 tob a t

O 超 過料 金 に つい ては 駐 車時 間 に 3 0 分 未 満 の端数 が あ る

日l U且.'ォォd
午前8時3 0分から と きは 、 その 端数 は 3 0 分 と して計 算 す る.
早世lOU J 'c 円 0 特 別料 金 は、 午後 1 1 時 か ら翌 日の午前 8 時 まで の間 に在

庫 す る車両 に つい て適 用 す る->c * サ̂ サw吋4 1でに出t Lljかナt:- 音におけ与印書liSU -ト甘口小国蜘 軸1 で蝣'蝣>Vi
金は、1時間までごとに1 50円を別Ft亀収Jr,る3

営 業 概 要 台 数 4 2 2万9 3 台 台 数 1 0 1,4 3 7 台

(昭 和 5 8 年 度 ) 収 入 9 1,4 3 1,2 0 0 円 収 入 5 5,4 1 9,1 0 0 円

名 称 市 営 熊 本 城 二 の 丸 駐 車 場 熊 本 市 産 業 文 化 会 館 駐 車 場

所 在 地 熊 本 市 二 の 丸 2 番 3 号 IS * rB n .畑 町 7 番 1 0

開 設 年 月 昭 和 4 9 年 7 月 昭 三和 5 6 毎 3 月

総 面 額 2 5 ,6 3 9 i㌔ 4 2 8 irf

収 容 台 数 2 6 0 台 3 1 台

藍 車 料 金

童 両 区 分

}< ス 普 通 自動 車 自動 二 輪車
(11 駐 車 を開 始 した時 か ら 1 時 間以 内 は 3 0 0 円

料 金 区 分 (2) 前 号の 時 間 を超 え て駐車 す る と きは、 1 時 間 こ とに 15 0 円

0 午 前 8 時 か ら午 後 6 時 ま での駐 車 で現 別 で定 め る用務 先確
基 本 料 金 2時 間以 下

円 円 円
5 0 0 L' O O 1 0 0 認 印が ある場 合 に つい ては 、第 一号 の裁 定 に かか わ らず 、

客 車 を開 始 した 時 か ら 1 時 間以 内 は無料 とす る

0 駐 車場 の 閉鎖 時 刻 まで に 出庫 しなか った場 合 にお け る閉 鎖

超 過 料 金

2時 間を 超

え る場 合 は
2 0 0 1 0 0 5 0

1 時間 ます 時 刻 か ら翌 日の 開始 時 亥叶まで の料金 は 、 1 時 間 まで t.とに

ど とに 1 5 0 円 を別 に 徴収 す る

営 業 概 要

孟 、、ミ 空
ノく ス 普 通 自動車 自動二 鳥 車 合 . 計

台 数 2 5,6 1 8 台
台 数 臨) 25,503 127β37 133 1535 73

収 入 的 12.326,300 30,215,300 16 .Cカ0 寸ヱ5 57,9)0

(昭 和 5 g 毎 度 ) 収 入 1 3ー2 1 5,9 8 0 円
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